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はじめに

平成 23 年を迎えて早二月。時の経つのは速いもので後期の研究期間も残り少なくなり

ました。

学校現場では、今学年度のまとめと新学年度の教育計画策定でわずかな時間も惜しまれ

る状況だと思います。また、新学習指導要領の完全実施に向けて、宮古教育事務所や宮古

島市教育委員会の指導の下、授業研究会や講演等、意欲的な指導改善のプログラムが実践

されてきました。新しい教育課程の実施に向けて、教師一人一人の意識の高まりと授業実

践力の向上が大いに望まれるところです。

ただ、どんな時にも新しい教育の波が起こるとき、それが単に社会の時流に流されてい

るだけの改革であってはならないと考えます。教育について考える時、それは「子供一人

一人の幸福」の実現のためであり、一人として不幸せな子供を作ってはならないと思いま

す。家庭でも、地域でも、ましてや学校であるいは学級で取り残された子供がいてはいけ

ないはずです。その視点に立って、教師が謙虚に学び合い、切磋琢磨しあう研修の場がこ

れからも不可欠です。教育の力を信じ、地道に実践する教師でありたいものです。

さて、平成 22 年度後期研究教員狩俣典昭教諭（北中学校）は、研究テーマを〖〖〖〖「「「「地域地域地域地域

・・・・関係機関関係機関関係機関関係機関とととと連携連携連携連携したしたしたした『『『『あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行』』』』不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒のののの支援支援支援支援のありのありのありのあり方方方方」～」～」～」～開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導

のののの視点視点視点視点でのでのでのでの支援支援支援支援のののの工夫工夫工夫工夫～～～～ 〗〗〗〗として研究を重ねてきました。

これまでの＜課題設定・理論研究・調査・検証授業・まとめ＞の研究手順とは違い、生

徒指導の一つの壁になっていた地域との連携を具体的に構築することを研究の根本に据え

て進めてきました。この研究の視点はきわめて新鮮です。

研究者本人は教育現場で生徒指導担当として、子供たちと真剣にぶつかり合い、時に保

護者と対峙し、教育現場の葛藤の中で、子供たちの不登校の背景にある「居場所のなさ」

「家庭不和」「親や教師への不満」「愛情不足による自尊感情の低下」「問題行動による自

己顕示欲」をどのようにすれば解決できるかを真剣に考え続けてきました。

そして、これまでの経験を結集して導き出したのが、「生徒自身の『『『『よりよくよりよくよりよくよりよく生生生生きようとすきようとすきようとすきようとす

るるるる力力力力』』』』をををを信信信信じじじじ、、、、地域地域地域地域のののの『『『『人人人人のあたたかさのあたたかさのあたたかさのあたたかさ』』』』をいかしたをいかしたをいかしたをいかした『『『『気気気気づきづきづきづき』』』』をををを促促促促すすすす『『『『出番出番出番出番』』』』づくりのとりくみづくりのとりくみづくりのとりくみづくりのとりくみ」」」」で

す。推し量るに、ともすれば効果の上がらない生徒指導の現状に悩み続けた日々だったこ

とでしょう。その中で、学校も地域社会も最後まで「子供を見捨てない」という「人の心

の暖かさ」を信じ、絆を結び合うことの大切さをどうにか形にしようと努力する狩俣教諭

の姿には学ぶべき事が多いと思います。

研究の目標「本地区独自の地域の活用法を開拓しながら地域、関係機関と連携し、対象

となる不登校傾向生徒に責任感や自信を育てるための糸口を与え、将来における社会的な

自立を促進していく。」を設定し、「JT － Plan」を作成、「JCI（宮古青年会議所」や多く

の事業所の支援を得ながら、地域の人間力を活用するネットワークづくりに奔走してきま

した。その成果も徐々に形を成してきました。

これからの課題として考えられることは、ネットワークを生かした取り組みの継続と多

くの方々の協力で作られたネットワークをもっと充実したものにしていくための「支援室

づくり」であると考えます。そして、課題解決のために、教師の子供一人一人を大切にす

る学校現場の弛まぬ実践は元より、温かい家庭づくりとそれを支える教育行政、専門機関

や地域の支援等、今一度振り返り、その重要性を再確認し、手を携えて真摯に取り組んで

いくことが大切です。本研究が、生徒指導の新たな活路の開拓となり、親や教師の励みに

なればと願っております。

終わりになりましたが、研究活動に、ご指導・ご支援いただきました関係者の皆様に衷

心より深く感謝申し添えます。

平成 23年 3月

宮古島市立教育研究所

所長 與儀 千寿子



平成22年度 後期

研究報告書

＜生徒指導＞

地域・関係機関と連携した

「あそび・非行」不登校傾向生徒の支援のあり方

～開発的生徒指導の視点での支援の工夫～

宮古島市立教育研究所 第９期研究教員

宮古島市立北中学校 狩俣 典昭



目 次

Ⅰ 研究の目的（テーマ設定理由）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

Ⅱ 目指す生徒像 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

Ⅲ 研究の目標と研究の仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

Ⅳ 研究構想図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

Ⅴ 研究計画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４

Ⅵ 調査研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５

１ 「あそび・非行」不登校傾向生徒へのアンケート・・・・・・・・・・・ ５

２ 自立支援教室「きら星学級」の視察研究・・・・・・・・・・・・・・・ ７

３ 「生徒指導体制」に関するアンケート・・・・・・・・・・・・・・・・ ８

Ⅶ 理論研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

１ 生徒指導の意義と自己指導能力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

(1)生徒指導の意義・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

(2)自己指導能力とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

２ 「開発的生徒指導」とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

(1)生徒指導とキャリア教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

(2)開発的生徒指導とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３

(3)本研究における開発生徒指導の基本的な考え方・・・・・・・・・・・・ １４

３ これからの生徒指導の考え方と取り組み・・・・・・・・・・・・・・・ １４

(1)これからの生徒指導の考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

(2)本研究における取り組みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

Ⅷ 実践研究 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １７

１ 検証実践 「あそび・非行」生徒への個に応じた支援の実践・・・・・・ １７

２ 検証実践における実践例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０

(1)「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の実践より 「実践例１～１１」・・・・・・・・・ ２０

(2)「ＪＴ－Ｐｌａｎ」と「学習支援」の並行実践より・・・・・・・・・・ ３１

(3)仮説の検証「実践例１～１１」を通して・・・・・・・・・・・・・・・ ３２

①生徒の自己評価、感想からの検証・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３２

②学校対象「事後アンケート」からの検証・・・・・・・・・・・・・・ ３３

(4)「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３４

(5)取り組みに関わって 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」総括と展望・・・・・・・・・ ３６

Ⅸ 研究の成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３７

１ 成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３７

２ おわりに・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３７

＜主な参考文献・引用文献＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３９

＜資料＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０



- 1 -

地域地域地域地域・・・・関係機関関係機関関係機関関係機関とととと連携連携連携連携したしたしたした「「「「あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行」」」」不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒のののの支援支援支援支援のありのありのありのあり方方方方

～～～～開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導のののの視点視点視点視点でのでのでのでの支援支援支援支援のののの工夫工夫工夫工夫～～～～

宮古島市立北中学校 教諭 狩俣典昭宮古島市立北中学校 教諭 狩俣典昭宮古島市立北中学校 教諭 狩俣典昭宮古島市立北中学校 教諭 狩俣典昭

ⅠⅠⅠⅠ 研究研究研究研究のののの目的目的目的目的（（（（テーマテーマテーマテーマ設定理由設定理由設定理由設定理由））））

文部科学省の実施した「学校基本調査」によると県内の不登校の態様（継続の理由）は、中学生

の場合「あそび・非行」が最も多く平成１９年度が３６．５％（1349 人中）、平成２０年度が３６

％（1463 人中）となっている。本地区においても「あそび・非行」の割合は年度によって多少の

増減はあるものの平成１９年度が３３％（４２人中）、平成２０年度が２４％（２５人中）と高く

なっている。

また、本地区の大規模中学校のひとつである本校では Ｈ 21 年度「あそび・非行又は無気力傾向不登校生徒の人数

昨年度（Ｈ 21年度）「あそび・非行」不登校傾向生徒が 10～ 29日欠席 男子５名・女子１名

急増し（表１）、それに伴い喫煙、暴力行為、怠学、授 30日以上欠席 男子５名・女子２名

業抜けだし、授業妨害等の問題行動の発生件数も多発す 宮古島署による本校生徒補導総数 Ｈ２２．４月～１２月（前年同期比）

る状況であった。 Ｈ２２年（６３人） Ｈ２１年（２１２人）

そういった状況を改善するため、警察等と連携をとり 表１「不登校生徒数と補導数」

ながら予防的な対応として警察職員による「非行防止教

室（写真１）」や「ミニ講話（年間６回）」等を実施し

喫煙等の問題行動の減少や補導数の減少に一定の効果を

挙げてきたが、「あそび・非行」の不登校傾向生徒への

指導は容易ではなくそれら生徒の起こす問題行動への対

処的な指導や先に記述した予防的な指導だけでは抜本的

な解決に至っていないのが現状である。

今後も「あそび・非行」の不登校傾向生徒は年度によ

っては増加することが予測され、学校における集団生活 写真１「非行防止教室 本校 H21.9.30」

の秩序を保ち、学習に適した環境を継続的に保障してい

くためにも、それら生徒への指導や支援策に新たな活路を見いだしていくことが必要であると考え

る。

先行研究によると「あそび・非行」不登校傾向生徒の心理には主に次の５点が挙げられている。

・自信がない、自己肯定感が低い（認められたりほめられることが少ない）

・他者への不信感が強い（親、教師への不満、反抗）

・自分のことを見てほしいという強い欲求がある（問題行動による自己顕示）

・見捨てられることへの強い不安があり、心配してくれる人を強く求める（愛情不足）

・居場所がないという思いが強い（学校や地域に活躍の場がない、家庭不和）

愛知県教育委員会 あそび・非行型不登校傾向生徒の支援プログラムより 平成２２年３月

本研究では、「あそび・非行」不登校傾向生徒を対象とし、その心理を踏まえながら「人との

ふれ合い」における相互作用の中で生徒自身が自らについて立ち止まって考え、「自分のやりたい

ことは何か」「やらなければならないことは何か」、「気づき」を促す「出番」づくりを実践してい

きたい。

実践に際しては、生徒自身の「よりよく生きようとする力」を信じ、個に応じた支援を重視する

「開発的生徒指導」の視点で見通しを立て、島人の「人のあたたかさ」を活かした本地区独自の

地域の活用法を開拓することによって、地域と関係機関を網羅した支援体制を確立していきたいと

考える。
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ⅡⅡⅡⅡ 目指目指目指目指すすすす生徒像生徒像生徒像生徒像

「「「「自己指導能力自己指導能力自己指導能力自己指導能力をををを身身身身につけにつけにつけにつけ社会的自立社会的自立社会的自立社会的自立をををを目指目指目指目指すすすす生徒生徒生徒生徒」」」」

①自分の課題に気づき、自分を伸ばすための糸口を見つけることができる

②自分を取り巻く環境や人との関わりについて考え、感謝する心をもち、問題が生じたときに

改善しようとする態度が見られる

③将来において「どんな自分になりたいか」「どんな人生を生きていきたいか」考え、希望を

もつことができる

ⅢⅢⅢⅢ 研究研究研究研究のののの目標目標目標目標とととと研究研究研究研究のののの仮説仮説仮説仮説

１１１１ 研究研究研究研究のののの目標目標目標目標

本地区独自の地域の活用法を開拓しながら地域、関係機関と連携し、対象となる不登校傾向生

徒に責任感や自信を育てるための糸口を与え、将来における社会的な自立を促進していく。

２２２２ 研究研究研究研究のののの仮説仮説仮説仮説

「出番（居場所）」を与えて「役割（仕事）」を果たさせ、その行動を「承認（ほめる・認め

る）」することによって、生徒自ら責任感や自信をもち自立に向けての成長を促進することがで

きるであろう。

＊「自分のやりたいことは何か」「やらなければならないことは何か」「気づき」を重点として。

３３３３ 仮説仮説仮説仮説のののの検証計画検証計画検証計画検証計画

検 証 仮 説 検証の視点 検証方法 検証場面 検証結果

○「出番（居場所）」 ①「役割」を果た 検証の視点①、②共に

を与えて「役割（仕 し「承認」される 検証方法、検証場面、検証結果は同様とする。

事）」を果たさせ、 ことで自らに自信

その行動を「承認（ほ をもちはじめてい ○各事業所での ○実践の過程 ○画像の記録及

める・認める）」す るか。 生徒の観察 び記述にて残す

ることによって、生 「自己肯定感」 （画像による記録）

徒自ら責任感や自信 ○アンケート ○実践の前後 ○数値化し、グ

をもち自立に向けて ②自らの課題に気 ①生徒対象 又は実践後 ラフに表す

の成長を促進するこ づき自分を伸ばし ②保護者対象

とができるであろ ていくための糸口 ③学級担任対象

う。 を見つけ、将来に ④事業主

希望をもつことが

できているか。

「将来への希望」
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ⅣⅣⅣⅣ 研究構想図研究構想図研究構想図研究構想図

研究を通して目指す生徒像 ～目指す生徒の具体的な姿～

～～～～自己指導能力を身につけ ①自分の課題に気づき、自分を伸ばすため

社会的自立を目指す生徒～ の糸口を見つけることができる

②自分を取り巻く環境や人との関わりにつ

いて考え、感謝する心をもち、問題が生

～開発的生徒指導～ じたときに改善しようとする態度が見ら

生徒の「よりよく生きようとする力」を信じ、個に応 れる

じた支援を組織的に行うことで、子どもの発達、成長を ③将来においてどんな自分になりたいかど

を支援していく生徒指導 んな人生を生きていきたいか考え、希望

をもつことができる

「あそび・非行」不登校傾向生徒の心理

＜研究テーマ＞ ○自信がない、自己肯定感が低い

地域・関係機関と連携した「あそび・非行」不登校傾 （認められたりほめられるすることが

向生徒の支援のあり方 ない）

～開発的生徒指導の視点での支援の工夫～ ○他者への不信感が強い

（親、教師への不満、反抗）

○自分のことを見てほしいという強い欲求

がある（問題行動による自己顕示）

＜研究目標＞ ○見捨てられることへの強い不安があり心

本地区独自の地域の活用法を開拓しながら地域、関係機 配してくれる人を強く求める（愛情不足）

関と連携し、対象となる不登校傾向生徒に責任感や自信を ○居場所がないという思いが強い

育てるための糸口を与え、将来における社会的な自立を促 （学校や地域に活躍の場がない、家庭不和）

進していく。

＜研究仮説＞
（１）「出番（居場所）」を与えて「役割（仕事）」を果たさせ、その行動を「承認（ほめる・

認める）」することによって、生徒自ら責任感や自信をもち自立に向けての成長を促進
することができるであろう。
＊自分のやりたいことは何か」「やらなければならないことは何か」

「気づき」を重点として。

＜研究内容＞
【理論研究】 【調査・実践研究】

(１）生徒指導の意義と課題について （１）生徒指導全般に関するアンケート（調査研究）

・生徒指導の基本的な考え方と自己指導能力 ・対象 宮古地区小中学校教職員

（２）「中学校時代」に関するアンケートＡ（調査研究）

（２）「開発的生徒指導」について ・対象 「あそび・非行」不登校傾向生徒（過卒）

・対処的生徒指導や予防的生徒指導を連動さ （３）那覇地区生徒指導関係機関の視察（調査研究）

せながら生徒のよさを伸ばす生徒指導 ・那覇市教委総合青少年課 ・きら星学級

（４）「生徒指導体制」に関するアンケートＢ

(３）「これからの生徒指導の考え方と取り組み」 （調査研究）

について ・対象 那覇地区各中学校生徒指導主事

・「国立教育研究所生徒指導研究センター」 （５）「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の実施（実践研究）

生徒指導資料第１集 ・地域、関係機関と連携し不登校傾向生徒への個に

「生徒指導上の諸問題の推移と 応じた支援

これからの生徒指導」より （６）「ＪＴ－Ｐｌａｎ」実施後の事後アンケートＣ

・対象 各事業所、Ｐｌａｎ参加生徒、保護者

学校（校長・生徒指導担当・担任）

調 査 研 究 と 実 践 研 究

研究のまとめ・成果と課題
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ⅤⅤⅤⅤ 研究計画研究計画研究計画研究計画

月 研究内容 計 画
10 ・研修テーマの設定・検討 １日 第９期研究員入所式

・参考文献，資料の収集 ４日 オリエンテーション・研究の進め方Ⅰ
・参考文献，研究資料等による理論研究 ６日 研究の進め方Ⅱ
・実践研究「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の計画 ８日 全体構想図について
・実践研究 Ｐｌａｎについて内容検討 12日 ＪＣＩへの協力依頼
・調査研究 那覇地区生徒指導関係機関 13日 テーマ検討会①

中学校の調査研究 (きら星学級等） 15日 全体構想図検討会①
・調査研究「中学校時代」に関するアン 18日 調査「アンケート A」協力依頼（対象生徒・保護者）

ケート A （対象 過卒生徒・保護者） 19日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の内容確認（委員会）
ＪＣＩ定例会への参加・協力依頼（ＪＣＩ）

20日 那覇市「きら星学級」訪問
21日 那覇市教育委員会総合青少年課訪問
22日 那覇市立真和志中学校、石嶺中学校訪問
25日 調査「アンケート A」回収（対象生徒・保護者）
27日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の内容最終確認（ＪＣＩ）

11 ・研究についての進捗状況から今後の取 １日 調査「アンケート B」発送（那覇地区各中学校）
り組みについて検討 ５日 理論研究について

・参考文献・研究資料等による理論研究 調査「アンケート D」協力依頼（平良・伊良部地区）
・中間検討会の資料作成 ８日 調査「アンケート D」協力依頼（下地・上野地区）
・調査研究「生徒指導体制」に関するア ９日 調査「アンケート D」協力依頼（城辺・多良間地区）

ンケート B 10日 研修進捗状況報告
（対象 那覇地区中学校生徒指導主事） 11日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」協力事業所確認（ＪＣＩ）
・実践研究 Ｐｌａｎについて内容検討 12日 17日 中間報告会に向けて
・実践研究「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の実施 16日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ａ期実践スタート（３名）

（１１月Ａ期） 17日 中間報告会
・調査研究「生徒指導全般」に関するア 18日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事業所追加依頼（各事業所）

ンケート D質問内容検討 19日 調査「アンケート D」回収（平良・伊良部地区）
・調査研究「生徒指導全般」に関するア 24日 調査「アンケート D」回収（下地・上野地区）

ンケート Dの実施 報告書作成に向けて
（対象 宮古地区各小中学校） 25日 調査「アンケート D」回収（城辺地区）

12 ・実践研究「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の実施 １日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ｂ期実践スタート①
（１２月Ｂ期） ７日 Ｂ期実践スタート②（計８名）

・実践研究 Ｐｌａｎ各事業所訪問 17日 学習支援についての検討会（宮古島署）
（情報交換・挑戦生徒激励） 20日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の事後評価依頼（各事業所）

・実践研究 Ｐｌａｎの事後評価 C 「Ｐｌａｎ」継続について意見交換（久松中）
（対象挑戦生徒・各事業所） 22日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の事後評価回収（各事業所）

１ ・研究についての進捗状況から今後の取 ７日 報告書検討会①
り組みについて検討 11日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ｃ期実践スタート（３名）

・参考文献・研究資料等による理論研究 「Ｐｌａｎ」学習支援スタート（久松中）
・報告書検討会への準備 12日 「Ｐｌａｎ」学習支援スタート（花福）
・報告書内容の検討 13日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価 C依頼（久松中）
・実践研究「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の実施 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価 C依頼（平良中）

（１月Ｃ期） 14日 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価 C依頼（北中）
・実践研究 宮古島署「少年支援要員」 24日 報告書検討会②

による学習支援へのサポート 28日 報告書検討会③
２ ・研究報告書の作成 ４日 報告書検討会④

・文献資料の整理 14日 報告書検討会⑤
・報告書検討会への準備 16日 報告書検討会⑥
・報告書内容の検討 21日 報告書検討会⑦

23日 報告書提出
３ ・研究成果報告会の準備 8日 研究成果報告会

・研究報告書のまとめと反省 28日 第 9期長期研究員 終了式
・年間計画，全体計画作成
・研究報告会，研究のまとめと反省
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ⅥⅥⅥⅥ 調査研究調査研究調査研究調査研究

１１１１ 「「「「あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行」」」」不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒へのへのへのへのアンケートアンケートアンケートアンケート

「あそび・非行」傾向の過卒生徒（H21 年度卒業生・保護者）を対象とし、先行研究（平成２２ 年

３月 愛知県教育委員会 あそび・非行型不登校傾向生徒の支援プログラム）によるそれら生徒の心理や特徴について「アンケート」

により検証する。

「あそび・非行」不登校傾向生徒へのアンケート（Ａ） 平成２２年１０月実施

対象 「あそび・非行」傾向の過卒生徒（H21年度卒業生７名・保護者３名）

質問１ 遅刻（時差登校）・欠課が多くなった

のはいつ頃からですか。

〈考察〉

ほとんどの生徒が本校で問題行動が多発したＨ

20 年度（中学２年時）から遅刻（時差登校）・欠

席が多くなったとしているが、小学校から多くな

ったとする生徒もいる。不登校を早期に改善する

ことができず長期化してしまったということにな

るが、いずれにせよ遅刻や欠席が多くなり始めた

タイミングでの早期対応、指導が重要であろう。

図Ａ－１ 「アンケートＡ結果」

質問２ 遅刻や欠席が多くなったきっかけは何

ですか。(複数回答）

〈考察〉

「朝、起きられない（５人）」「授業が分から

ない（５人）」が多くなっている。

深夜徘徊、夜更かし等による「生活習慣の乱れ」

や「低学力」が非行や不登校に陥った原因と見ら

れる。やはり、低年齢（学童期）の段階から基本

的な生活習慣の確立、学習指導の充実（分かる授

業、個別指導）を図っていくことが求められる。

図Ａ－２ 「アンケートＡ結果」

質問３ 中学時代に遅刻（時差登校）・欠課・

欠席が多くなったのは誰に原因があると思いま

すか。

〈考察〉

全員（７人）が「自分自身」としている。

中学在学時は、親や教師に反発しながらも、卒業

し時間が経つにつれ、態度や考え方に変容が見ら

れる。就労先（アルバイト）等での他の大人との

関わり、また、そこでの勤労、社会体験をするこ

とで自らについて冷静に分析することができてき

ていると考える。

図Ａ－３ 「アンケートＡ結果」

Ｑ１　遅刻（時差登校）・欠席が多くなったのはい
つ頃からですか。
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Ｑ２　遅刻や欠席が多くなったきっかけは何ですか。
（複数回答）
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学校自体がおもしろくない

病気（体調がわるい）

Ｑ３　中学時代に遅刻（時差登校）・欠課・欠席が
多くなったのは誰に原因があると思いますか。
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質問４ 中学時代の学校生活では活躍の場があっ

た。

〈考察〉

７人中６人が、「あてはまらない（活躍の場が

なかった）」としている。

在学時、部活動には所属していなかった。あるい

は途中で退部してしまった生徒がほとんどであ

る。また、問題行動や欠席が続くことで学級活動

や学校行事等においても活躍の場を与えることが

できなかったと考える。それが結果的に居場所の

ない状況を生んでいる。

図Ａ－４ 「アンケートＡ結果」

質問５ 中学時代、先生や親によくほめられた。

〈考察〉

７人中５人が、「あてはまらない（ほめられる

ことがなかった）」としている。

質問４に関連して、活躍の場がなければ賞賛され

たり承認されることも少ないであろう。

「あそび・非行」傾向の生徒に学校生活の中で「活

躍の場」を設けることは難しいものがある。

地域や関係機関と連携しその方法や内容を検討す

る必要がある。

図Ａ－５ 「アンケートＡ結果」

質問６ 自分自身に自信がもてる。

〈考察〉

７名中５名が、「あてはまらない（自信がもて

ない）」としている。

自己評価が低いということは、やはり成功体験が

乏しいことに原因がある。

活躍の場（居場所づくり）を与え、そこでの成功

から自己存在感や自己肯定感を育むことができる

であろう。

図Ａ－６ 「アンケートＡ結果」

質問７ 自分の将来について希望がもてる。

〈考察〉

７名中６名が、「あてはまる（将来に希望がも

てる）」としている。

保護司等の関係機関からのはたらきかけもあって

就労（アルバイト）し始めている生徒がほとんど

である。自分自身に自信は持てていないが、将来

への希望は持ち始めており、社会的に自立してい

けるよう今後も頑張ってほしいものである。

図Ａ－７ 「アンケートＡ結果」

Ｑ４　中学時代の学校生活では活躍の場があった。
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Ｑ７　自分の将来について希望がもてる。
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Ｑ６　自分自身に自信がもてる。
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Ｑ５　中学時代、先生や親によくほめられた。
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２２２２ 自立支援教室自立支援教室自立支援教室自立支援教室「「「「きらきらきらきら星学級星学級星学級星学級」」」」のののの視察視察視察視察（（（（調査調査調査調査））））研究研究研究研究

○視察年月日 平成２２年１０月２０日

○視察場所 那覇市寄宮 真和志庁舎内

自立支援教室「きら星学級」

○視察内容 「あそび・非行」傾向の不登校生徒の

支援について

((((1))))「「「「きらきらきらきら星学級星学級星学級星学級」」」」とはとはとはとは 写真写真写真写真２２２２「「「「きらきらきらきら星学級星学級星学級星学級①①①①」」」」

平成１５年１１月、那覇市立教育研究所内に「あそび・非行」不登校生徒を支援するための

教育支援室としてスタートする。現在は、自立支援教室「きら星学級」として設置されている。

((((2))))支援対象生徒及支援対象生徒及支援対象生徒及支援対象生徒及びびびび支援支援支援支援のののの目的目的目的目的

あそびあそびあそびあそび・・・・非行傾向非行傾向非行傾向非行傾向のののの不登校児童生徒不登校児童生徒不登校児童生徒不登校児童生徒にににに対対対対しししし、、、、学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰にににに向向向向けてけてけてけて支援支援支援支援するためのするためのするためのするための教室教室教室教室。。。。

＊「あそび・非行」の不登校生徒には「きら星学級」

「心因性」の生徒には「あけもどろ学級」で支援

を行っている。

((((3))))支援支援支援支援のののの種類種類種類種類 図３「支援対象生徒」

支援の種類 期 間 支 援 内 容

①通級支援 １ヶ月～ ・きら星学級に通級する児童生徒を支援（基本スタイル）

・・・・週週週週２２２２～～～～３３３３回回回回、、、、３３３３時間程度時間程度時間程度時間程度のののの通級通級通級通級。。。。（（（（午前午前午前午前かかかか午後午後午後午後））））

・・・・「「「「１１１１対対対対１１１１」」」」のののの支援支援支援支援がががが原則原則原則原則（（（（他他他他のののの生徒生徒生徒生徒とのとのとのとの関関関関わりをわりをわりをわりを持持持持たせないたせないたせないたせない））））

②一時支援 １時間～ ・・・・緊急対応 学校緊急対応 学校緊急対応 学校緊急対応 学校にてにてにてにて対応対応対応対応のののの厳厳厳厳しいしいしいしい児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒をををを一時的一時的一時的一時的にににに支援支援支援支援

（（（（校内徘徊校内徘徊校内徘徊校内徘徊・・・・授業妨害等授業妨害等授業妨害等授業妨害等のののの生徒生徒生徒生徒））））

③集中支援 ２週間 ・各種機関（児童自立支援施設等）から学校へ復帰する児童生徒

・集中的な支援を必要とする児童生徒に対しての支援

④学校支援 １ヶ月 ・直接学校に出向いて児童生徒を支援

⑤その他 ・・・・特別体験活動特別体験活動特別体験活動特別体験活動やややや職場体験職場体験職場体験職場体験のののの実施実施実施実施

・出前講座（学校にて寸劇を交えた特別学級をする）

((((4))))支援支援支援支援のののの重点重点重点重点ポイントポイントポイントポイント

○○○○１１１１対対対対１１１１でででで対応対応対応対応するするするする

・信頼関係を気づくため

・生徒間の広域交流防止（他校・他市町村）

○○○○基本的基本的基本的基本的にににに毎日毎日毎日毎日のののの通級通級通級通級ではないではないではないではない 図４「通級支援」

・週２～３回の午前または午後の３時間程度

○○○○体験活動体験活動体験活動体験活動がががが多多多多いいいい

・いろいろな活動を通して、「気づき」の場を提供

する。

((((5))))活動内容活動内容活動内容活動内容

・面接相談 ・学習支援 ・調理実習 ・自然体験 写真３「きら星学級②」

・栽培活動 ・奉仕活動 ・創作活動 ・登校支援 ・スポーツ ・職場体験 ・施設見学
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((((6))))支援支援支援支援スタッフスタッフスタッフスタッフ

○「きら星学級 担任」（１名）

・「小中学校の教諭から公募で１名」

○相談員（１名）

・「臨床心理士」面接、相談、各種検査等の対応

○支援員（５名）

・「教員志望の若手スタッフが多い」

((((7))))所 感所 感所 感所 感 写真４「きら星学級③」

「きら星学級」の経営方針や運営状況について、同教室担任から丁寧に説明をして頂いた。

非行等の様々な理由で学校に適応できない子ども一人ひとりをしっかりと受け止め、親身にな

って支援している様子を十分に察することができた。起こした問題について、あるいは不登校

の状況について指導することも大事ではあるが、まずは、子ども達に「居場所」を提供し、様

々な体験活動を通して信頼関係を築き自信を付けさせていく。変わることを求める前に「変わ

ることのできる機会（きっかけ）」を与えることがいかに重要であるかを「きら星学級」から

学ぶことができた。

３３３３ 「「「「生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制」」」」にににに関関関関するするするするアンケートアンケートアンケートアンケート

「生徒指導体制に関するアンケート」（Ｂ）より

実施：平成２２年１１月 対象：那覇地区各中学校生徒指導主事 回収率 13/18校

質問１ 自立支援教室「きら星学級」を活用

したことがある。 表Ｂ－１

活用したことがある １２校

活用したことがない １校

質問２ あそび・非行傾向のある不登校生徒

を支援する点で「きら星学級」は役立

っている。 表Ｂ－２

とても役立っている ５校

少しは役立っている ５校

あまり役立っていない ３校 図Ｂ－１「アンケートＢ結果」

まったく役立っていない ０校

〈質問１，２の考察〉

１３校中１２校は「きら星学級」を活用

したことがあり、その内１０校は「あそび

・非行」の生徒への支援に役立っていると

している。

各校から「きら星学級」までの距離（地理

的条件）や支援場所を校内中心にするか「き

ら星学級」にするか等、生徒指導の方針に

よって活用の仕方に多少の差異があるが、

那覇地区中学校全体において「きら星学級 図Ｂ－２「アンケートＢ結果」

は、非常に有効に活用されていると察する。（具体的な活用例については次ページに記す。）

Ｑ２　あそび・非行傾向のある不登校生徒を支援する
点で「きら星学級」は大いに役立っている。

３３３３校校校校

５５５５校校校校

００００校校校校

５５５５校校校校

0 2 4 6 8

まったく役立っていない

あまり役立っていない

少しは役立っている

とても役立っている

Ｑ１　自立支援教室「きら星学級」を活用したことがある。

あるあるあるある
12121212校校校校

ないないないない
 1 1 1 1校校校校

ある

ない
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質問３「きら星学級」の活用例を記入してください。

・・・・学級学級学級学級にににに入入入入れないれないれないれない「「「「あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行」」」」傾向傾向傾向傾向のののの生徒生徒生徒生徒へのへのへのへの特別特別特別特別カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムのののの一環一環一環一環としてとしてとしてとして２２２２日間日間日間日間

通級通級通級通級させたさせたさせたさせた。。。。（（（（活動内容 調理実習 海岸活動内容 調理実習 海岸活動内容 調理実習 海岸活動内容 調理実習 海岸ののののボランティアボランティアボランティアボランティア清掃 裁判清掃 裁判清掃 裁判清掃 裁判のののの見学見学見学見学））））

・怠学傾向の生徒を受け入れてもらい通級させている。

・・・・「「「「あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行」」」」生徒生徒生徒生徒もももも類型類型類型類型がががが様様様様々々々々であるであるであるである。。。。学校学校学校学校のののの「「「「居場所居場所居場所居場所」」」」がががが合合合合わないわないわないわない生徒生徒生徒生徒、、、、学校学校学校学校でででで

他他他他のののの生徒生徒生徒生徒にににに迷惑迷惑迷惑迷惑をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす生徒生徒生徒生徒、、、、発達障害型発達障害型発達障害型発達障害型のののの要因要因要因要因のあるのあるのあるのある生徒等生徒等生徒等生徒等、、、、類型類型類型類型によってによってによってによって、、、、曜日曜日曜日曜日やややや

時間時間時間時間のののの工夫工夫工夫工夫をしてをしてをしてをして学習支援等学習支援等学習支援等学習支援等をををを行行行行ってもらっているってもらっているってもらっているってもらっている。。。。

・・・・厳厳厳厳しいのはしいのはしいのはしいのは校舎内校舎内校舎内校舎内をををを徘徊徘徊徘徊徘徊するするするする生徒生徒生徒生徒へのへのへのへの対応対応対応対応であるであるであるである。。。。登校中登校中登校中登校中はははは継続継続継続継続してしてしてして対応対応対応対応するのでするのでするのでするので対応対応対応対応

教員教員教員教員がががが大変大変大変大変であるであるであるである。。。。だからだからだからだから、、、、「「「「きらきらきらきら星星星星」」」」をををを工夫利用工夫利用工夫利用工夫利用しているしているしているしている。。。。

・登校しても身なりが悪くて教室に入室できない生徒を、きら星で預かってもらい、相談

を通して身なりを直していく活動をしてもらった。

・少年鑑別所からの退所時から登校再開までの、子どもへの支援のため。

・学校側の指導に応じず、登校しない子どもへの支援のため。

・・・・２２２２年生年生年生年生のののの頃頃頃頃からからからから「「「「あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行」」」」になったになったになったになった生徒生徒生徒生徒をををを保護者保護者保護者保護者とととと相談相談相談相談したしたしたした上上上上でででで、、、、３３３３年年年年のののの６６６６月頃月頃月頃月頃

からからからから夏休夏休夏休夏休みにみにみにみに入入入入るるるる前前前前までまでまでまで、、、、週週週週２２２２回回回回のののの通級通級通級通級をををを行行行行ったったったった。。。。学習支援及学習支援及学習支援及学習支援及びびびびボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動、、、、野野野野

外体験活動等外体験活動等外体験活動等外体験活動等、、、、いろいろなことをやってもらったいろいろなことをやってもらったいろいろなことをやってもらったいろいろなことをやってもらった。。。。

・学校へなかなか登校できな生徒への支援と問題傾向がある生徒の一時預かりをしてもら

った。

・幼稚園や老人ホームでの体験学習を実施してもらった。

・登校するきっかけ、リズムをつくるために預かってもらい活用した。

・３年生男子だが、保護者の協力が全く得られないため、きら星学級へ送迎してもらって

いる。

・学級に入らない生徒がとりあえず通級したが、長持ちしなかった。

・あそび・非行の生徒で、実際にきら星学級の利用まではいかなかったが、興味を持った

際に学級の見学をさせてもらった。

質問４ 今後、「あそび・非行」不登校傾向生徒への支援について、どのような進め方がよ

いか記述してください。

○校内における支援

「校内生徒指導体制・生徒指導方針」

・やはり学級担任が一番に支援しないといけないので、生徒指導主事は個別の支援はやら

ないようにし、学級担任や学年で支援をするように促している。

・事前に学校の方針を図り、共通理解・共通実践を実施する。

・生徒の話をしっかりと聞いていける環境をつくる

・遊び・非行傾向の生徒、心因性の生徒の双方を受け入れる教室の校内設置。

・本校では「学校にいれる」指導をしているが、相談室の使用の仕方も含めて難しい面が

多い。→職員同士の連携

・・・・排除排除排除排除ではなくではなくではなくではなく、、、、学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおける居場所作居場所作居場所作居場所作りのりのりのりの強化強化強化強化。。。。

・・・・居場所居場所居場所居場所づくりづくりづくりづくり（（（（何何何何かかかか興味興味興味興味をををを持持持持たせるたせるたせるたせる））））対応対応対応対応するするするする教師教師教師教師のののの負担負担負担負担がががが問題問題問題問題((((人員確保人員確保人員確保人員確保))))

「個別支援の充実」

・今後は、学習ボランティアなどの活用で教室に入れなくとも別室で学習する環境を整え

ていく。（現在、心因性の不登校生徒へはそれを行っているが、遊び非行の生徒に関し

てはまだ十分でない）



- 10 -

・学習の遅れが原因である可能性が高いので個別の学習支援が必要になる。

・・・・学習学習学習学習のののの遅遅遅遅れがみられるれがみられるれがみられるれがみられる生徒生徒生徒生徒がほとんどなのでがほとんどなのでがほとんどなのでがほとんどなので学習支援学習支援学習支援学習支援ボランティアボランティアボランティアボランティアやややや学習支援学習支援学習支援学習支援ののののサポーサポーサポーサポー

ターターターター等等等等のののの活用活用活用活用をををを積極的積極的積極的積極的にににに行行行行いたいいたいいたいいたい。。。。

・・・・１１１１年生年生年生年生のののの時点時点時点時点でででで学習学習学習学習のののの遅遅遅遅れたれたれたれた生徒生徒生徒生徒ののののピックアップピックアップピックアップピックアップとととと対応対応対応対応をををを行行行行うううう。。。。

（（（（できればできればできればできれば小学校小学校小学校小学校とととと連携連携連携連携してしてしてして小学校時小学校時小学校時小学校時にににに対応対応対応対応したしたしたした方方方方がよいがよいがよいがよい））））

「家庭との連携」

・生活習慣の改善を家庭と連携して行う。

・保護者との連携、説明、協力依頼など、保護者との関係づくりが重要で、担任の力量を

上げていかないといけない。

・保護者との密な連携と信頼作りの強化。

・保護者へのカウンセリングの専門家からの相談、相談後の継続連携〈２校〉

・親への対応（支援も含む）この問題がどのようにしてよいか一番悩んでいる。

・保護者の指導力不足が一番の課題であると考える。

○行政や地域、関係機関と連携した支援

「行政機関との連携」

・・・・ＮＮＮＮ市市市市はははは、、、、生徒指導主事生徒指導主事生徒指導主事生徒指導主事へのへのへのへの支援支援支援支援やややや生徒生徒生徒生徒のののの居場所居場所居場所居場所づくりにおいてづくりにおいてづくりにおいてづくりにおいて、、、、県内県内県内県内ではではではでは取取取取りりりり組組組組んでいんでいんでいんでい

るるるる自治体自治体自治体自治体のののの１１１１つでつでつでつで、、、、学校学校学校学校もももも非常非常非常非常にににに助助助助かっているかっているかっているかっている。。。。地域地域地域地域とのとのとのとの連携等連携等連携等連携等においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、気苦労気苦労気苦労気苦労やややや

やややや課題課題課題課題もあるがもあるがもあるがもあるが、、、、成果成果成果成果はははは十分十分十分十分にににに挙挙挙挙げられているげられているげられているげられている。。。。

・那覇市では総合青少年課が学校の生徒指導主事と常に連絡を取り合い、昼の情報交換だ

けでなく、懇親会も含めて連携を深めている。

・きら星のような預かり施設、積極的に家庭訪問をしてくれたり、学校と連携をして動い

てくれる職員が必要。

「生徒サポーター（Ｎ市配置職員 各中学校１名配置）との連携」

・・・・生徒生徒生徒生徒だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく保護者保護者保護者保護者のののの支援支援支援支援がががが必要必要必要必要なことがなことがなことがなことが多多多多いのでいのでいのでいので、、、、生徒生徒生徒生徒サポーターサポーターサポーターサポーターにはにはにはには「「「「地域地域地域地域のののの相相相相

談役談役談役談役」」」」になってもらいになってもらいになってもらいになってもらい、、、、学校学校学校学校とのとのとのとのパイプパイプパイプパイプ役役役役になってもらいたいになってもらいたいになってもらいたいになってもらいたい。。。。

・生徒サポーターの増員と勤務時間を増加し、時間をかけてじっくりと生徒と向き合った

り、生徒指導主事を支援できる時間が増加できれば、生徒に必ず還元できる。

・生徒サポーターの効果的活用（人員増により負担が少なくなる）

「地域との連携」

・地域の人材バンク作りと活用の強化、学習ボランティア等の活用の強化

・地域での居場所作りの強化。（地域行事、ボランティア等）

・地域を巻き込んだ健全育成の強化。（PTA健全育成部の活性化、夜間街頭指導の強化等）

・退職教員などを活用した個別の学習支援

・・・・非行非行非行非行によりによりによりにより学習学習学習学習がががが厳厳厳厳しいしいしいしい生徒生徒生徒生徒をををを受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる職場職場職場職場のののの設置設置設置設置。。。。

・・・・地域地域地域地域によるによるによるによる子子子子どものどものどものどもの受受受受けけけけ入入入入れれれれ態勢態勢態勢態勢のののの確立確立確立確立。。。。（（（（本校本校本校本校ではではではでは青年会青年会青年会青年会やややや旗頭保存会旗頭保存会旗頭保存会旗頭保存会などがそれになどがそれになどがそれになどがそれに

あたるがあたるがあたるがあたるが、、、、そのようなそのようなそのようなそのような団体団体団体団体とのとのとのとの連携連携連携連携はどこのはどこのはどこのはどこの学校学校学校学校でもでもでもでも今後重要今後重要今後重要今後重要になってくるとになってくるとになってくるとになってくると感感感感じるじるじるじる））））

このこのこのこの場合男子生徒場合男子生徒場合男子生徒場合男子生徒はははは居場所作居場所作居場所作居場所作りができるがりができるがりができるがりができるが、、、、女子生徒女子生徒女子生徒女子生徒ではではではでは対応対応対応対応がががが難難難難しくなることもありしくなることもありしくなることもありしくなることもあり、、、、

女子生徒女子生徒女子生徒女子生徒のののの居場所作居場所作居場所作居場所作りがりがりがりが課題課題課題課題であるであるであるである。。。。
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「警察・裁判所との連携」

・警察と月に２回程度、情報交換をしている。その中で、警察にしてほしいこと、学校に

出来ることを、本音で話し合い協力体制を築いている。また警察からも児童相談所や家

庭裁判所に連絡を取ってもらい、学校の現状を相談してもらっている。

・・・・県警少年県警少年県警少年県警少年サポーターサポーターサポーターサポーターややややＮＮＮＮ署少年課署少年課署少年課署少年課のののの学習学習学習学習ボランティアボランティアボランティアボランティアのののの活用活用活用活用（（（（学習支援学習支援学習支援学習支援））））〈〈〈〈２２２２校校校校〉〉〉〉

・・・・豊見城署豊見城署豊見城署豊見城署、、、、県警少年県警少年県警少年県警少年サポートセンターサポートセンターサポートセンターサポートセンターはははは、、、、学校学校学校学校のののの依頼依頼依頼依頼があるとがあるとがあるとがあると事件化事件化事件化事件化してしてしてして対処対処対処対処してくれしてくれしてくれしてくれ

たりたりたりたり保護者保護者保護者保護者へのへのへのへの相談相談相談相談・・・・指導指導指導指導をををを行行行行ってくれたりとってくれたりとってくれたりとってくれたりと、、、、非常非常非常非常にににに助助助助けてもらっているけてもらっているけてもらっているけてもらっている。。。。本校本校本校本校ではではではでは

警察警察警察警察のののの支援支援支援支援なしにはなしにはなしにはなしには、、、、今今今今のののの学校学校学校学校のののの現状現状現状現状はなかったとはなかったとはなかったとはなかったと痛感痛感痛感痛感しているしているしているしている。。。。

・那覇署や県警との情報交換や連携の強化。（現在は、月１回の情報交換がある）

・那覇市の場合は警察のほうに問題傾向の親の会「コスモス会」というものがあるので今

後利用していきたい

・警察機関との連携重視。（話し合いには、必ず警察を入れる）

・警察、児相との連携。１学校に担当の警察官、児相担当職員を置けないか。

・深夜徘徊等の問題に対しては家庭裁判所との積極的な関わりを行う。（保護者といっし

ょに相談に行く）

・施設への入所（学校ではどうしようもなく、保護者の協力も得られない場合、大きな問

題を起こす前に早めに入所させ善悪の判断をつけさせたい）

「生徒指導体制の拡充（ネットワークづくり）」

・・・・生徒指導委員会生徒指導委員会生徒指導委員会生徒指導委員会でででで「「「「非行傾向生徒非行傾向生徒非行傾向生徒非行傾向生徒」」」」へのへのへのへの対応方針対応方針対応方針対応方針をををを決定決定決定決定、、、、明確明確明確明確（（（（責任化責任化責任化責任化））））にするにするにするにする。。。。

民生委員民生委員民生委員民生委員、、、、保護司保護司保護司保護司、、、、場合場合場合場合によってはによってはによってはによっては警察署員警察署員警察署員警察署員をををを活用活用活用活用しししし、、、、家庭支援家庭支援家庭支援家庭支援をををを行行行行なうなうなうなう。。。。さらにさらにさらにさらに、、、、教教教教

育相談育相談育相談育相談においてはにおいてはにおいてはにおいては、、、、警察警察警察警察サポートセンターサポートセンターサポートセンターサポートセンターのののの参加参加参加参加やややや、、、、保護司保護司保護司保護司、、、、民生委員民生委員民生委員民生委員、、、、行政職員行政職員行政職員行政職員もももも入入入入

れているれているれているれている。。。。サポートチームサポートチームサポートチームサポートチームはははは状況状況状況状況をををを見見見見てててて立立立立ちちちち上上上上げているげているげているげている。。。。

※※※※「「「「非行傾向生徒非行傾向生徒非行傾向生徒非行傾向生徒」」」」へのへのへのへの特効薬特効薬特効薬特効薬はないはないはないはない。。。。普段普段普段普段からのからのからのからの関関関関わりをわりをわりをわりを通通通通してしてしてして、、、、「「「「関係関係関係関係づくりづくりづくりづくり」」」」をををを

構築構築構築構築するするするする。。。。（（（（できればできればできればできれば小学校時小学校時小学校時小学校時からからからから。。。。中三中三中三中三からはからはからはからは指導指導指導指導にににに従従従従わないわないわないわない））））さらにさらにさらにさらに、、、、そのそのそのその子子子子どどどど

もももも達達達達にににに合合合合ったったったった「「「「居場所居場所居場所居場所づくりづくりづくりづくり」」」」をををを模索模索模索模索するするするする。。。。

・深夜徘徊、無断外泊などは、家にいたくない、家に人がいない場合が多く、家庭の問題

がほとんどである。親への支援を、関係機関と協力したいが、どのようにしてよいかわ

からない。

〈所感〉

那覇市では、平成１６年４月から児童生徒

の不登校問題を教育の最重要課題の一つとと

らえ、「遊び・非行」傾向の児童生徒への支

援を「やる気・元気サポート室」や「きら星

学級」等で対応してきた経緯がある。

現在においても「きら星学級」の運営は継

続され、新たに各中学校に派遣された「生徒

サポーター」等、基本的な支援体制は確立さ

れている。各中学校からは、それぞれに校内

の生徒指導体制や他の関係機関との連携等に 写真５「石嶺中学校内地域連携室」

課題も挙げられるが、本研究においては那覇 ＊写真男性は同校生徒サポーター

地区の取り組みを参考にしながら、宮古地区 「大城貞彦氏」

ならではの地域や関係機関の活用法を開拓し

ていきたいと考える。
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ⅦⅦⅦⅦ 理論研究理論研究理論研究理論研究

１１１１ 生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの意義意義意義意義とととと自己指導能力自己指導能力自己指導能力自己指導能力

( )( )( )( )生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの意義意義意義意義1

生徒指導の意義に関して 「中学校学習指導要領（平成 年 月）解説－総則編」では、次、 10 12

のように示されている。

生徒指導とは、一人一人の児童生徒の人格を尊重し、個性の慎重を図りながら、社会的資質

や行動力を高めることを目指して行われる教育活動のことです。すなわち、生徒指導は、すべ

ての児童生徒のそれぞれの人格のよりよい発達を目指すとともに、学校生活がすべての児童生

徒にとって有意義で興味深く、充実したものになることを目指しています。生徒指導は学校の

教育目標を達成するうえで重要な役割を果たすものであり、学習指導と並んで学校教育におい

て重要な意義を持つものと言えます。

各学校においては、生徒指導が、教育課程の内外において一人一人の児童生徒の健全な成長

児童生徒自児童生徒自児童生徒自児童生徒自らららら現在及現在及現在及現在及びびびび将来将来将来将来におけるにおけるにおけるにおける自己実現自己実現自己実現自己実現をををを図図図図っていくためのっていくためのっていくためのっていくための自己指導能力自己指導能力自己指導能力自己指導能力のののの育成育成育成育成ををををを促し

目指目指目指目指すというすというすというすという生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの積極的積極的積極的積極的なななな意義意義意義意義をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、学校学校学校学校のののの教育活動全体教育活動全体教育活動全体教育活動全体をををを通通通通じじじじ、、、、そのそのそのその一層一層一層一層のののの充実充実充実充実

をををを図図図図っていくことがっていくことがっていくことがっていくことが必要必要必要必要ですですですです。。。。

( )( )( )( )自己指導能力自己指導能力自己指導能力自己指導能力とはとはとはとは2

①生徒指導提要（平成 年３月）文部科学省」では、次のように示されている。22

自らの人格の完成を自ら希求する児童生徒を育てるということは、教育にとって最も困難な

課題ということもできるでしょう。なぜなら、教育の方法として 「与える 「導く 「型には、 」 」

める」などの方法をそのまま用いたのでは、自発性や自主性を強要するということになりかね

ず、本来の意味での自発性や自主性をはぐくむことができないからです。

教育という言葉は 「大人が子どもを教育する」というように、大人が主語で子どもが目的、

語になる形で用いられることが一般的です。生徒指導についても、そうした側面を有するもの

です。しかし、人格の完成については 「児童生徒望ましい大人になる」というように、児童、

生徒自身が主語となる形で行われていく必要があるのです。

もちろん、あらゆる行動を一から児童生徒に決めさせていくことは不可能です。学校教育の

場においては体系性や計画性も求められます。しかし、指導の中で児童生徒が主体的に取り組

めるような配慮を行うことで、自発性や自主性、自律性がはぐくまれるようにしていくことは

可能です。自分から進んで学び、自分で自分を指導していくという力、自分から問題を発見し

自分で解決しようとする力、自己学習力や自己指導能力、課題発見力や課題解決力というもの

が育つ指導を行っていくことが望まれます。

②「生徒指導の機能論の提唱 坂本昇一（ ）学校図書」では、次のように示されている。2001

生徒指導の目的は自己指導能力の育成にある。それは、消極的・積極的を問わずにあてはま

そのそのそのその時時時時、、、、そのそのそのその場場場場でどのようなでどのようなでどのようなでどのような行動行動行動行動がががが適切適切適切適切であるかであるかであるかであるか自分自分自分自分ることである。その自己指導能力とは「

」と定義付けされている。そして、さらに 「 どのような行動が適でででで決決決決めてめてめてめて、、、、実行実行実行実行するするするする能力能力能力能力 、“

切か ”その適切性を決める基準は、他の人の主体性の尊重と自己実現とである。くだいでい

他他他他のののの人人人人のためにもなりのためにもなりのためにもなりのためにもなり、、、、自分自分自分自分のためにもなるというのためにもなるというのためにもなるというのためにもなるという行動行動行動行動をををを児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが自分自分自分自分でででで考考考考えることえることえることえることえば、

」とされる。であるであるであるである。。。。
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２２２２ 開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導についてについてについてについて

( )( )( )( )生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導ととととキャリアキャリアキャリアキャリア教育教育教育教育1

開発的生徒指導の目指すところにキャリア達成があることが 「新生徒指導ガイド 八並光俊、

・國分康孝（ ） 図書文化社」に示されている。2008

「生徒指導とは、子ども一人ひとりのよさや違いを大切にしながら、彼らの発達に伴う学習

夢夢夢夢やややや希望希望希望希望のののの実現実現実現実現をををを目指目指目指目指すすすす総合的総合的総合的総合的なななな個別発個別発個別発個別発面心理、社会面、進路面、健康面などの悩みの解決と

（八並光俊「生徒指導」ナカニシヤ出版 年）達援助達援助達援助達援助であるであるであるである。」 2008

すなわち、生徒指導は、子ども一人一人の異なる教育的なニーズや実態（個別的）に関する

生徒指導に基づいて、発達段階に応じた（発達的 、多面的な援助（総合的）を行い、個性と）

社会の育成を図りながら、主体的な進路の選択・決定を促進し、すべての子どもの学校から社

例例例例えばえばえばえば不不不不会へのスムーズな移行（ ：スクール・トｳ・キャリア）を援助する。School To Career

登校生徒登校生徒登校生徒登校生徒のののの生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導ではではではでは、、、、教室復帰教室復帰教室復帰教室復帰やややや学校復帰学校復帰学校復帰学校復帰がががが問題解決問題解決問題解決問題解決ののののゴールゴールゴールゴールではないではないではないではない。。。。むしろむしろむしろむしろ、、、、当該生当該生当該生当該生

徒徒徒徒のおかれているのおかれているのおかれているのおかれている実態実態実態実態をををを十分十分十分十分にににに把握把握把握把握しししし、、、、生徒生徒生徒生徒のののの人間的人間的人間的人間的なななな成長成長成長成長をどのようにをどのようにをどのようにをどのように援助援助援助援助しししし 「「「「なりたいなりたいなりたいなりたい、、、、

自分自分自分自分にどうなるのかにどうなるのかにどうなるのかにどうなるのか」」」」というというというというキャリアキャリアキャリアキャリア達成達成達成達成がががが焦点焦点焦点焦点となるとなるとなるとなる。。。。

( )( )( )( )開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導とはとはとはとは2

開発的生徒指導に関して「新生徒指導ガイド 八並光俊・國分康孝（ ） 図書文化社」2008

「開発的生徒指導論と学校マネジメント 倉本哲男（ ）ふくろう出版」では、次のよう2007

に示されている。

図５「生徒指導の実践モデル （ ）」 引用：新生徒指導ガイド 八並光俊・國分康孝 図書文化社 2008

生徒指導は、対象・時期などにより分類（実践モデル）できる。

（分類は上ページの図５を参照）

①①①①「「「「対処的生徒指導対処的生徒指導対処的生徒指導対処的生徒指導」」」」とはとはとはとは、、、、

生徒の問題行動が発生した場合に教育的に対応し、望ましい状態に導く生徒指導のことで

ある。生徒の問題行動は単発的指導で改善できることは極めて少なく、事例によっては医療

機関・法的機関・福祉的機関との連携も課題となり、総合的・継続的指導を要する。

その典型例は、万引き・恐喝・暴力・ドラッグ・いじめ・不登校等である。
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②②②②「「「「予防的生徒指導予防的生徒指導予防的生徒指導予防的生徒指導」」」」とはとはとはとは、、、、

学級・学校等の集団秩序を保ち、集団性を高めるために必要な基本的な生徒指導である。

また、初期の段階で問題解決を図り、深刻な問題に発展しないように予防する指導もそれに

該当する。その例として「服装検査 「非行防止教育 「犯罪被害防止教育」等がある。」 」

③③③③「「「「開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導」」」」とはとはとはとは、、、、

「「「「生徒生徒生徒生徒のよさのよさのよさのよさ」」」」をををを日常日常日常日常のののの教育活動教育活動教育活動教育活動からからからから発見発見発見発見しししし、、、、自覚自覚自覚自覚させさせさせさせ、、、、伸伸伸伸ばしていくばしていくばしていくばしていく生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの総称総称総称総称ａ

のことであるのことであるのことであるのことである。。。。

すべてのすべてのすべてのすべての生徒生徒生徒生徒がもつがもつがもつがもつ「「「「よりよくよりよくよりよくよりよく生生生生きようとするきようとするきようとするきようとする力力力力」」」」をををを信信信信じじじじ、、、、個個個個にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援をををを組織的組織的組織的組織的ににににｂ

行行行行うことでうことでうことでうことで、、、、子子子子どものどものどものどもの発達発達発達発達、、、、成長成長成長成長をををを支援支援支援支援していくしていくしていくしていく生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導であるであるであるである。。。。

（静岡市教育センター 子ども理解に立った開発的生徒指導研究より 平成１９年３月）

生徒指導は「対処」と「予防」に限定される傾向があり、問題を矯正することに主眼が置か

開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導とはとはとはとは具体的具体的具体的具体的にはにはにはには、、、、認認認認めめめめ・・・・褒褒褒褒めめめめ・・・・育育育育てていくてていくてていくてていく過程過程過程過程でででで生徒生徒生徒生徒のののの自自自自れがちであった。

己肯定感己肯定感己肯定感己肯定感をををを育成育成育成育成しししし、、、、社会社会社会社会におけるにおけるにおけるにおける自己実現自己実現自己実現自己実現をををを図図図図っていくっていくっていくっていく生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導であるであるであるである。。。。

( )( )( )( )本研究本研究本研究本研究におけるにおけるにおけるにおける開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導開発的生徒指導のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方3

先にも記述したが、先行研究によると「あそび・非行」不登校傾向生徒の心理には主に次の

５点が挙げられている。

・自信がない、自己肯定感が低い（認められたりほめられることが少ない）

・他者への不信感が強い（親、教師への不満、反抗）

・自分のことを見てほしいという強い欲求がある（問題行動による自己顕示）

・見捨てられることへの強い不安があり、心配してくれる人を強く求める（愛情不足）

・居場所がないという思いが強い（学校や地域に活躍の場がない、家庭不和）

愛知県教育委員会 あそび・非行型不登校傾向生徒の支援プログラムより 平成２２年３月）（

「あそび・非行」不登校傾向生徒への指導は容易ではないが、問題行動を繰り返している状

教師教師教師教師はははは毅然毅然毅然毅然としたとしたとしたとした態度態度態度態度でででで「「「「対処的生徒指導対処的生徒指導対処的生徒指導対処的生徒指導」」」」でのでのでのでの対応対応対応対応をををを進進進進めながらもめながらもめながらもめながらも「「「「開発的開発的開発的開発的況においては、

生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導」」」」のののの視点視点視点視点をををを持持持持つことがつことがつことがつことが必要必要必要必要であるとであるとであるとであると考考考考えるえるえるえる。。。。

つまり 「お前はやっぱりダメな生徒だ」と決めつけず、上記５つの心理にあることを理解、

し、その生徒が活躍できる出番（場面）をつくることで承認・賞賛を重ねていきながら問題の

解消について気づかせていくことが大切である。

、「 、 、 、また ほんとうの生徒指導とは 卒業までのことを考えるのではなく 子どもの３０年後

（ある生徒指導達人教師の言葉 諸富祥彦「７つの力を育てるキャリア教育」図書文化社 ）５０年後のことまで考えた指導である 」。 2007

その言葉にあるように、今現在行われている指導・支援はキャリア達成に向けて行われている

という中長期的な視点で捉えることも重要で、将来における自己実現、社会的な自立がゴール

であることを認識したい。

３３３３ これからのこれからのこれからのこれからの生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの考考考考ええええ方方方方とととと取取取取りりりり組組組組みみみみ

( )( )( )( )これからのこれからのこれからのこれからの生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの考考考考ええええ方方方方1

県内においては、青少年の深夜徘徊等の非行が社会問題としてクローズアップされ、その問

題の背景にはやはり沖縄の夜型社会にあるとされる。

これからの生徒指導の在り方を考えるに当たっては、青少年の生きる時代状況や社会環境、そ

こでの子どもや大人の意識や在り方、学校教育の状況（抱え込み、行き詰まり）等、多面的、

総合的に考えることが必要であると言われる。

「国立教育研究所生徒指導研究センター」によると、これからの生徒指導は、次のような視点

（次ページ）から見直していくことが大切であるとしている。
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社会的自己指導能力社会的自己指導能力社会的自己指導能力社会的自己指導能力のののの育成育成育成育成・青少年を取り巻く社会環境等の変化を視野に入れた

生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制・・・・相談体制相談体制相談体制相談体制のののの充実改善 開充実改善 開充実改善 開充実改善 開かれたかれたかれたかれた生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの確立確立確立確立・学校における を図る

ネットワークネットワークネットワークネットワークとととと行動連携行動連携行動連携行動連携のののの実現実現実現実現・問題行動等の予防や解決、健全育成を推進する

（国立教育研究所生徒指導研究センター「生徒指導上の諸問題の推移とこれからの生徒指導 ２００９年３月」より）

( )( )( )( )本研究本研究本研究本研究におけるにおけるにおけるにおける取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて2

「「「「本研究本研究本研究本研究におけるにおけるにおけるにおける４４４４つのつのつのつの視点視点視点視点」」」」本研究においては、右記①～④の視点で、

①①①①開開開開かれたかれたかれたかれた生徒指導生徒指導生徒指導生徒指導のののの確立確立確立確立地域の大人社会に本校、または本地区中学校

②②②②生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制生徒指導体制・・・・相談体制相談体制相談体制相談体制のののの充実改善充実改善充実改善充実改善の生徒指導の現状（ あそび・非行」の不登「

③③③③ネットワークネットワークネットワークネットワークとととと行動連携行動連携行動連携行動連携のののの実現実現実現実現校傾向生徒の現状と問題点）について情報を

④④④④社会的自己指導能力社会的自己指導能力社会的自己指導能力社会的自己指導能力のののの育成育成育成育成提供し、課題を共有することで 「あそび・、

非行」あるいは「不登校」に関する問題意識

を高めていきたい。

その際、その地域（大人社会）としての関わりを「ＪＣＩ（宮古青年会議所 」に依頼し「あ）

そび・非行」不登校傾向生徒への具体的な支援策を提案し、地域・関係機関を網羅した新たな支

援体制（ネットワーク）を開拓していきたい。そして、その中で対象となる生徒の社会的な自立

を目指した実践研究を進めていきたいと考える。

写真６ 「ＪＣＩ 宮古青年会議所会館」
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（３）本研究（実践研究）におけるイメージ図

「 （ ） 」図６ 本研究 実践研究 のイメージ
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ⅧⅧⅧⅧ 実践研究実践研究実践研究実践研究

１１１１ 検証実践検証実践検証実践検証実践 「「「「あそびあそびあそびあそび・・・・非行非行非行非行」」」」不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒不登校傾向生徒へのへのへのへの個個個個にににに応応応応じたじたじたじた支援支援支援支援のののの実践実践実践実践

研究の仮説

「出番（居場所 」を与えて「役割（仕事 」を果たさせ、その行動を「承認（ほめる・） ）

認める 」することによって、生徒自ら責任感や自信をもち自立に向けての成長を促進）

することができるであろう。

＊「自分のやりたいことは何か 「やらなければならないことは何か」」

「気づき」を重点として。

検証実践 具体的な実践例

「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「あそび・非行」不登校傾向生徒への個に

～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～応じた支援を地域・関係機関と連携し実践

を進める。

「 ＪＴ－Ｐｌａｎ」～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～「 ＪＴ－Ｐｌａｎ」～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～「 ＪＴ－Ｐｌａｎ」～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～「 ＪＴ－Ｐｌａｎ」～Ｊｏｂ Ｔｒｉａｌ Ｐｌａｎ～のののの実践実践実践実践

( )( )( )( )実践実践実践実践のののの趣旨趣旨趣旨趣旨1

中学生期の健全育成を計り、自らの進路や生き方について真剣に考える態度を養い、将来に

向けて社会的自立を促していくことを趣旨とする。

( )( )( )( )実践実践実践実践のののの目的目的目的目的2

①自らの進路や生き方について考える土台とする。 （個に応じた指導・生き方指導）

②事業所で働く人々とふれ合うことで 「自分のやりたいことは何か 「やらなければならな、 」

ないことは何か」自らについて考える機会とする （人間的な交流・気づき）。

③社会での基本的なマナーや常識について学び、将来における社会的自立を目指す。

（ ）自己指導能力・自立

( )( )( )( )実践協力機関実践協力機関実践協力機関実践協力機関3

ＪＣＩ（宮古青年会議所） 宮古島市教育委員会 宮古島警察署

( )( )( )( )対象校対象校対象校対象校4

宮古島市立北中学校 宮古島市立平良中学校 宮古島市立久松中学校

( )( )( )( )対象生徒対象生徒対象生徒対象生徒5

上記、対象校の生徒（１年～３年）で

①「あそび・非行」の不登校生徒、また、その傾向のある生徒

②「無気力（怠学 」の不登校生徒、また、その傾向のある生徒）

③生徒指導上の出席停止又は特別指導を受けている生徒

( )( )( )( )実践期間実践期間実践期間実践期間6

原則として次のＡ、Ｂの期間とする。

Ａ期 平成２２年１１月１５日（月）～２６日（金） ２週間

Ｂ期 平成２２年１２月６日（月）～１７日（金）２週間
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＊実施曜日 原則として火、水、木の週３日とする。

＊実施時間 原則として午前中（３時間程度）に設定する。

( )( )( )( )実践方法実践方法実践方法実践方法7

①原則として１事業所１名とする。

②対象生徒は、自宅から直接事業所へ出勤する。

③出勤、退勤時間、勤務時間、仕事内容、身なり（服装）については、事業所の担当者との打

ち合わせによって、調整するものとする。

、 （ ） 。④出欠の確認は 事業所と生徒指導担当 の連絡によって行うものとする又は学級担任・不登校学習支援員

⑤Ｐｌａｎ体験に出席した場合は、学校においても出席扱いとする。

⑥基本的に、職員（本校）は付き添わないこととする。

＊但し、Ｐｌａｎ期間中は毎日、学校側から事業所へ出向き、担当者へのあいさつ、生徒へ

の激励を行う。

⑦対象生徒は、名札着用の上、事業所にふさわしい服装で参加する。

( )( )( )( )実践上実践上実践上実践上のののの留意点留意点留意点留意点8

①事業所への迷惑を最低限に抑えられるよう事前学習をしっかりと行う。また、事業所選定に

当たっては、生徒の興味・関心のもてる事業所を可能な限り選定する。

②保護者にＰｌａｎの趣旨を十分に理解してもらい、特に出勤時は時間におくれないよう協力

を求める。

③Ｐｌａｎの体験中は、事業所側の指導に素直に従い、自分勝手な行動（問題行動）をとるこ

とがないようその指導を徹底する。

④事業所への往復やＰｌａｎ体験中の安全に配慮し、事前の安全指導を徹底する。

「ＪＴ－Ｐｌａｎ実施までの計画」( )( )( )( )ＰｌａｎＰｌａｎＰｌａｎＰｌａｎ実施実施実施実施までのまでのまでのまでの流流流流れれれれ9 図７

教育研究所教育研究所教育研究所教育研究所

各中学校各中学校各中学校各中学校 （（（（狩俣狩俣狩俣狩俣） ＪＣＩ） ＪＣＩ） ＪＣＩ） ＪＣＩ 各事業所各事業所各事業所各事業所①対象生徒申込 ②連絡・調整会議 ③依 頼

受受受受けけけけ入入入入れれれれ検討検討検討検討（（（（校長校長校長校長）））） 教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会 （（（（担当担当担当担当））））

事業所選定事業所選定事業所選定事業所選定（ ）（ ）（ ）（ ）SSW上地上地上地上地

⑥連 絡 ⑤連 絡 ④回 答

対象生徒 事業所担当

⑦事業所訪問・面接関係職員

Ａ期 ①対象生徒申込〆切り １１月８日・月

②調整会議 １１月９日・火 ⑦事業所訪問・面接 １１月１２日・金

Ｂ期 ①対象生徒申込〆切り １１月２９日・月

②調整会議 １１月３０日・火 ⑦事業所訪問・面接 １２月３日・金
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( )( )( )( )実践計画及実践計画及実践計画及実践計画及びびびび内容内容内容内容10

月 日 曜 実 践 内 容 場所・その他

火 ○ＪＣＩへの協力依頼（ＪＣＩ理事長への協力依頼） ＪＣＩ事務局10.12

火 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の内容確認 委員会10.19

○ＪＣＩ定例会への参加 ＪＣＩ事務局（参加 委員会ＳＳＷ・平良中生徒指導主任・本研究教員）

・ あそび・非行」の不登校の現状説明 【下 写真７】「

・ ＪＴ－Ｐｌａｎ」への協力依頼（協力事業所要請）「

水 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の内容について最終確認 ＪＣＩ事務局10.27

（参加 委員会ＳＳＷ・平良中生徒指導主任・久松中生徒指導主任・本研究教員）

金 ○北中学校「生徒指導委員会」への参加 北中学校10.29

・ ＪＴ－Ｐｌａｎ」についての説明「

木 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」協力事業所確認・意見交換 ＪＣＩ事務所11.11

火 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ａ期実践スタート（挑戦生徒３名） 各事業所11.16

・ いずみ 「丸西 「あずき屋」での挑戦「 」 」

木 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事業所協力依頼【下 写真８】 各事業所11.18

水 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ｂ期①実践スタート（挑戦生徒３名） 各事業所12.1

・ 第３宮古給油所 「ロータス東和オート 「ＲＯＯＴ」「 」 」

金 ○ 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ｂ期②実践スタート（挑戦生徒６名） 各事業所12.7

・ 協進開発 「第１宮古給油所 「大和電工 「光宮古商事」「 」 」 」

「ＯＫモータース 「第３宮古給油所」」

金 ○学習支援についての検討会12.17

・ ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦生徒への学習支援検討 宮古島署「

月 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価依頼 各事業所12.20

水 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価回収 各事業所12.22

木 ○学習支援についての最終調整、意見交換 久松中・花福1.6

・学習支援要員の紹介と意見交換

火 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」Ｃ期実践スタート 各事業所1.11

・Ｂ期挑戦生徒（３名）継続挑戦

「ＯＫモータース 「第３宮古給油所 「光宮古商事」」 」

水 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ 「学習支援」における意見交換 久松中1.12 」

木 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の事後評価依頼（学校用・保護者用） 平良中・久松中1.13

金 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の事後評価依頼（学校用・保護者用） 北中1.14

金 ○「ＪＴ－Ｐｌａｎ」の事後評価回収（学校用・保護者用） 平良・北・久松1.21

写真７「ＪＣＩ定例会への参加 （ 事務所 ） 写真９「 挑戦生徒の面接 （各事業所 ）」 」JCI H22.10.19 JT-Plan H22.12.1

写真８「 への協力依頼 （各事業所 ）JT-Plan H22.11.18」
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２２２２ 検証実践検証実践検証実践検証実践におけるにおけるにおけるにおける実践例実践例実践例実践例

検証の視点① 「自己肯定感」研究仮説

「出番（居場所 」を与えて「役割（仕事 」 「役割」を果たし「承認」されることで自ら） ）

を果たさせ、その行動を「承認（ほめる・認 に自信をもちはじめているか。

める 」するることによって、生徒自ら責任）

感や自信をもち自立に向けての成長を促進す 検証の視点② 「将来への希望」

ることができるであろう。 自らの課題に気づき自分を伸ばしていくた

めの糸口を見つけ、将来に希望をもつことが＊「自分のやりたいことは何か 「やらなければな」

できているか。らないことは何か 気づき を重点として」 「 」 。

( )( )( )( ) 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」のののの実践実践実践実践よりよりよりより 「「「「実践例実践例実践例実践例１１１１」」」」1

「 」Ａ中学校 ２年女子 ④挑戦事業所 フラワーショップ いずみ

「本人に関わる問題→無気力 」①不登校のきっかけ・継続理由

②不登校等の状況

人との関わりが苦手で１年時から欠席が多

い。登校した日は校内の支援教室で補習を受

けるが欠席が多い状況が続いている。

10③挑戦期間及び挑戦日数・時間 写真

「 」11/17 11/18 4,5～ 挑戦日数２日 午前中 ｈ（ ） （ ） Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価（ ）～（ ）～（ ）～（ ）～C

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-1４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ３ ２ ２①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ３ ２ ２ ２②「時間」を守ることができる

２ ２ ３ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ４ ３ ２ ２④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ４ ３ ２ ２⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ２⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 １ １⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ３ ３ ２ ２⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

挑戦前（本人目標）

（ ）挑戦後 本人感想・今後の目標

研究仮説の検証（検証の視点①②から） 図 １C-

挑戦日数が２日と少なかったため、自らについて「気づき」を得るまでには至っていない。

事業所の方とは、コミニケーションもとれていたようで自分からいろんな話しをすることも

多かったようである。
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「「「「実践例実践例実践例実践例２２２２」」」」

Ａ中学校 ３年女子 ④挑戦事業所「ﾍｱｰｻﾛﾝ ＲＯＯＴ」

「本人に関わる問題→無気力」①不登校のきっかけ・継続理由

②不登校等の状況

２年時より欠席が多く、３年になっても欠

席が続く。学力が低調気味であるためか進路

についても真剣に考える様子がみられない。

写真１１③挑戦期間及び挑戦日数・時間

「 」12/3 12/22～ （挑戦日数５日） 午前中３ｈ Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-2４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ２ ２ ３①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ２ ２ ３ ４②「時間」を守ることができる

３ ２ １ ２③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ３ ２ ４ ４④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ３ ２ ２ ２⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ４⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 １ ４⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ２ ３ ２ ２⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-2図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

途中、何度か欠席があったが、事業所内での仕事にはしっかりと責任を果たし自信を持ち

始めている。学校を欠席することについて負い目を感じるようになっており（学級担任）

自らの将来について考えている様子がある （保護者）。



- 22 -

3

2 2

3

2 2 2 2

4

3 3

4

3 3 3 3

2 2 2 2 2

1

3

2

4 4 4

1

0

1

2

3

4

ああああ

いいいい

ささささ

つつつつ

時時時時

間間間間 ｺｺｺｺ

ﾐﾐﾐﾐ

ﾆﾆﾆﾆ

ｹｹｹｹ

----

ｼｼｼｼ

ｮｮｮｮ

ﾝﾝﾝﾝ

責責責責

任任任任

感感感感

ねねねね

ばばばば

りりりり

強強強強

ささささ

賞賞賞賞

賛賛賛賛

・・・・

承承承承

認認認認

自自自自

己己己己

肯肯肯肯

定定定定

感感感感

将将将将

来来来来

へへへへ

のののの

希希希希

望望望望
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「「「「実践例実践例実践例実践例３３３３」」」」

Ａ中学校 ３年男子 ④挑戦事業所「宮古給油所（第３ 」）

「本人に関わる問題→無気力」①不登校のきっかけ・継続理由

②不登校等の状況

２年時より欠席が多いため、３年に進級し

てから「市相談室」に入室する。基本的な生

活習慣が確立されていないため、Ｐｌａｎ挑

戦を通して改善を促したい。

写真１２③挑戦期間及び挑戦日数・時間

「 」11/30 12/22～ （挑戦日数８日） 午前中３ｈ Ｐｌａｎ挑戦

＊＊＊＊１１１１月以降月以降月以降月以降もももも継続挑戦継続挑戦継続挑戦継続挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-3４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ４ ２ ３①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ２ ３ ２ ２②「時間」を守ることができる

２ ３ ２ ４③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ３ ４ ２ ４④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ２ ３ ２ ４⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ３⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 ２ ３⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ２ ３ １ １⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-3図

挑戦前（本人目標） 研究仮説の検証 挑戦後（本人感想・今後の目標）

（検証の視点①②から）

挑戦を通して自らに自信を持ち始めている。また、危険物の資格試験に合格できたこと

もあって将来はガソリンスタントへ就職したいという具体的な目標を持ち始めている （学。

級担任）家庭でも以前に比べると朝、早く起きるようになっている （保護者）。

自分がやらなければならないことは何か 「気づき」の中で成長している様子が伺える。。
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「「「「実践例実践例実践例実践例４４４４」」」」

Ａ中学校 ３年男子 ④挑戦事業所「ロータス東和オート」

・ 「本人に関わる問題→あそび・非行」①不登校のきっかけ 継続理由

②不登校等の状況

１年時より欠席が多く喫煙、深夜徘徊等の非

行を繰り返している。高校への進学を希望して

いるが、時差登校が多いため授業に参加するこ

とも少なくなっている。

写真１３③挑戦期間及び挑戦日数・時間

「 」12/2 12/21～ （挑戦日数４日） 午前中３ｈ Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-4４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ １ １ １ ２①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 １ １ １ １②「時間」を守ることができる

２ ２ １ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ２ ２ １ ４④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ２ ２ １ ２⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ２⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 ２ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ２ ２ １ ３⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-4図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

欠席や時差登校が多いため挑戦中も遅刻や欠席が多くなってしまったが、事業所内ではし

だいにコミニケーションも取れるようになり、与えられた仕事に責任を果たしていた （事。

業所主 。挑戦中は、充実した日が過ごせたのか表情がいつもと違っていた （保護者）） 。

、 「 」 、学校生活においては 自信の高まりや自らの やらなければならないこと 等への気づきは

挑戦後の行動には見られないようだが、今後に期待したい。
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挑 戦 前 (本 人 ） 挑 戦 後 （本 人 ） 挑 戦 前 (事 業 所 ） 挑 戦 後 (事 業 所 ）

「「「「実践例実践例実践例実践例５５５５」」」」

Ａ中学校 ３年男子 ④挑戦事業所「大和電工（やまと商事 」）

「 」①不登校のきっかけ 継続理由・ 本人に関わる問題→あそび・非行

②不登校等の状況

２年時より欠席や時差登校が多くなり深夜

徘徊等の非行も目立つようになる。３年にな

ってからも時差登校が多く問題行動で指導さ

れることが多い。

写真１４③挑戦期間及び挑戦日数・時間

「 」12/8 12/22～ （挑戦日数６日） 午前中４ｈ Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-5４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ２ ４ ３ ４①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ２ ４ ４ ４②「時間」を守ることができる

３ ４ ３ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ３ ３ ３ ３④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ２ ３ ２ ３⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ３⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 ２ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 １ ２ １ ２⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-5図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

挑戦中は、 日熱発で欠席しただけで真面目に出席、あいさつ等もしっかりとでき笑顔も1

あって楽しそうに見えた （事業所）また、期間中は朝もしっかりと起き表情も良かった。。

（学級担任） 本人にとって挑戦そのものが有意義で、ほめられる（承認・賞賛）ことで意

欲の高まりも見られたが、挑戦終了後に元に戻ってしまった （学級担任）。
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「「「「実践例実践例実践例実践例６６６６」」」」

Ｂ中学校 ３年女子 ④挑戦事業所「光宮古商事 」（ｉｎｆｏ ｂａｒ）

「 」①不登校のきっかけ 継続理由・ 本人に関わる問題→あそび・非行

②不登校等の状況

２年後半から欠席（非行）が多くなる。３年

、に進級した当初は登校するようになっていたが

５月頃から再び、欠席が多くなっている。ＰＣ

等の活用に興味をもっている。

③挑戦期間及び挑戦日数・時間

写真１５12/7 12/22～ （挑戦日数６日）４，５ｈ程度

「 」＊＊＊＊１１１１月以降月以降月以降月以降もももも継続挑戦継続挑戦継続挑戦継続挑戦 Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-6４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ３ ２ ３①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 １ ３ １ １②「時間」を守ることができる

２ ３ ３ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 １ ４ ２ ２④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ １ １ ２ ２⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 １ ２⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 ２ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ２ ３ ４ ４⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-6図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

体験当初は、事業所内での人との関わり、仕事への姿勢等で戸惑いや消極的な面も見られ

たが、少しずつ会話もできるようになっている （事業所主）本人の内面においては、役割。

を果たし認めてもらうことで、少しずつではあるが自分への気づきがあり、学校生活や進路

。 。においてもさらに具体的な考えを持ち始めている 行動に移せるようなはたらきかけが必要
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「「「「実践例実践例実践例実践例７７７７」」」」

Ｂ中学校 ３年男子 ④挑戦事業所「ＯＫモータース」

「 」①不登校のきっかけ 継続理由・ 本人に関わる問題→あそび・非行

②不登校等の状況

２年時より授業をエスケープするようにな

り、３年に進級した５月からは無断欠席や欠

課 がさらに多くなった。他校生徒との（エスケープ）

交遊が多く問題行動もある。

③挑戦期間及び挑戦日数・時間

写真１６12/7 12/22～ （挑戦日数１１日）午前中４ｈ

「 」＊＊＊＊１１１１月以降月以降月以降月以降もももも継続挑戦継続挑戦継続挑戦継続挑戦 Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-7４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ３ ２ ３①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ２ ４ ３ ４②「時間」を守ることができる

３ ４ ３ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ３ ３ ４ ４④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ４ ４ ３ ４⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ２⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 １ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 １ ３ ３ ４⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-7図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

挑戦前の「やりたいことを見つける」から、挑戦後は「自分でも長続きするとは思わなか

った」そして目標は「高校に行くこと」としている。事業所内で役割を果たすことで自信を

持ち始め、進路に対しても目標を掲げて前向きになっている。学校生活においても当番活動

への取り組みや学習に対する意欲等、多方面で変容が見られ始めている （学級担任）。
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「「「「実践例実践例実践例実践例８８８８」」」」

Ｃ中学校 ２年男子 ④挑戦事業所 「宮古給油所（第３ 」）

・ 「本人に関わる問題→無気力」①不登校のきっかけ 継続理由

②不登校等の状況

１年時（５月）から友人関係がうまくいか

ず不登校となる。小学校の頃も同様で人との

コミニケーションをとることが苦手である。

写真１７③挑戦期間及び挑戦日数・時間

「 」12/14 12/22～ （挑戦日数５日）午前中３ｈ Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-8４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ３ ２ ３①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ２ ４ ３ ４②「時間」を守ることができる

３ ４ ３ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ３ ３ ４ ４④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ４ ４ ３ ４⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ２⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 １ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 １ ３ ３ ４⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-8図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

挑戦中は、時間を気にするようになり機敏に行動するようになっていた。また、挑戦後は

将来の仕事の話などもしてくれた （保護者） 挑戦を通して自信の深まりや将来への希望。

を持ち始めていることがわかる。通室中の市相談室での「危険物の資格試験」に合格できた

こともあって前向きになる様子がうかがえた。自主性やねばり強さを育てること。また、次

の目標設定が大事である （学級担任）。
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「「「「実践例実践例実践例実践例９９９９」」」」

Ｃ中学校 ３年女子 ④挑戦事業所 「あずき屋」

・ 「友人関係→不安など情緒的混乱」①不登校のきっかけ 継続理由

②不登校等の状況

２年時の９月頃から友人関係のトラブルが

きっかけで不登校となる 「人に会うのが怖。

い」といっており、対人関係に自信をつけさ

せたい。

写真１８③挑戦期間及び挑戦日数・時間 写真女性写真女性写真女性写真女性はあずきはあずきはあずきはあずき屋店員屋店員屋店員屋店員

「 」11/22 11/26 9:00 16:00～ （挑戦日数５日） ～ Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-9４：よくあてはまる（よくできる） ３：少しあてはまる（できる） ２：あまりあてはまらない（あまりできない） １：全くあてはまらない（全くできない） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ４ ４ ４ ４①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ４ ４ ４ ４②「時間」を守ることができる

２ ２ ２ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ４ ４ ３ ３④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ４ ４ ３ ３⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ２ ３⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 ２ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ３ ２ ３ ３⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-9図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

Ｐｌａｎ挑戦中は、事業所内での役割に責任を果たし「勉強をがんばる」という目標を設

定することもできた。挑戦後は久しぶりに登校、３学期からは職員室で学習することも増え

ており高校へ進学したいと話してきた （学級担任）。

自らに対し自信をもつまでには至っていない が、登校し学習への取り組みを継続（ｸﾞﾗﾌ・自己肯定感）

させることで自信につながっていくと思われる。
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挑 戦 前 (本 人 ） 挑 戦 後 （ 本 人 ） 挑 戦 前 (事 業 所 ） 挑 戦 後 (事 業 所 ）

「「「「実践例実践例実践例実践例１０１０１０１０」」」」

Ｃ中学校 ３年男子 ④挑戦事業所 「協進開発」

・ 「本人に関わる問題→あそび・非行／無気力」①不登校のきっかけ 継続理由

②不登校等の状況

２年時の９月に転入してきた。断続的な欠席はあ

るものの登校する日が多かった。

３年に進級してからは、無気力な状態でほとんど登

校しなくなり、問題行動も増えてきている。

③挑戦期間及び挑戦日数・時間

写真１９12/10 12/14 9:00 16:00～ （挑戦日数３日） ～

「 」＊＊＊＊１２１２１２１２月月月月のののの挑戦挑戦挑戦挑戦はははは途中途中途中途中でででで終終終終わったがわったがわったがわったが、、、、１１１１月月月月からからからから再開再開再開再開しているしているしているしている。。。。 Ｐｌａｎ挑戦

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-10４：よくあてはまる よくできる ３：少しあてはまる できる ２：あまりあてはまらない あまりできない １：全くあてはまらない 全くできない（ ） （ ） （ ） （ ） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

前・初期 後・終期 前・初期 後・終期質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ ３ ３ ２ ２①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 ２ ２ ４ ４②「時間」を守ることができる

４ ４ ３ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 ３ ４ ３ ３④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ ３ ２ ２ ２⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 ４ ３⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 ３ ３⑦自分に自信がもてる

将来への希望 ２ ３ ４ ４⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-10図

挑戦前（本人目標） 挑戦後（本人感想・今後の目標）

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

Ｐｌａｎに挑戦する中で時間のけじめが

身につき、与えられた役割も誠実に責任を果たすことができた。１２月の挑戦においては、登

校状況の改善等、行動面での変容は見られなかった（学級担任）が、１月になってＰｌａｎに

再挑戦し事業所での学習支援も受けるようになっている。気づきを得、葛藤する中で後戻りす

ることもあるが、進路について考える様子もあり少しずつ成長してきている （学級担任）。
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挑 戦 前 (本 人 ） 挑 戦 後 （本 人 ） 挑 戦 前 (事 業 所 ） 挑 戦 後 (事 業 所 ）

「「「「実践例実践例実践例実践例１１１１１１１１」」」」

Ａ中学校 過卒生徒 ④挑戦事業所 「 花 福 」

・ 「本人に関わる問題→あそび・非行」①不登校のきっかけ 継続理由

②在学時（不登校）から現在までの状況

昨年度過卒生で、在学中２年時から非行や欠

席、時差登校が続いていた。３年時に実施した

（右写約２週間の就労体験（ 月）を「花福H21.12

」にて挑戦、前向きになる様子も伺えたが、真）

-1高校へ進学できず浪人。 写真２０

「 」約半年後、塾での授業料稼ぎのため、自主的 花福にて

に再び同店へ戻りアルバイトをしながら受験勉

強に取り組んでいる。

③学習支援の様子（ ～ 週２回）H23.1.12

少年支援要員 による学習支援を同店（宮古島警察署）

舗の地下で１月からスタート。高校進学に向け

て学習に励んでいる。週２回（水・金）１時間

-2の学習支援だが熱心に取り組んでいる。 写真２０

「 」＊右写真 上「花福店舗にて」 下「 学習支援のようす」 学習支援

～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」～「ＪＴ－Ｐｌａｎ」挑戦前後挑戦前後挑戦前後挑戦前後によるによるによるによる本人本人本人本人のののの自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの評価評価評価評価～～～～

（挑戦前後で下記①～⑥について４段階で評価）

C-11４：よくあてはまる よくできる ３：少しあてはまる できる ２：あまりあてはまらない あまりできない １：全くあてはまらない 全くできない（ ） （ ） （ ） （ ） 表

本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価本人自己評価 事業所評価

１年前 現 在 １年前 現在質 問 項 目 グラフ項目

あいさつ １ ４ ２ ４①「あいさつ」はきちんとできる

時 間 １ ３ ２ ４②「時間」を守ることができる

３ ４ １ ３③おとなの人とふつうに話しができる(事業所内会話・返事） コミニケーション

責 任 感 １ ４ ２ ４④何かにがんばることができる（事業所での仕事への責任）

ねばり強さ １ ３ ３ ４⑤つらい（きつい）時、がまんすることができる

賞賛・承認 １ ３⑥ほめられることがよくある

自己肯定感 １ ２⑦自分に自信がもてる

将来への希望 １ ３ １ ３⑧自分の将来（進路）に希望がもてる

C-11図

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

１年前に比べ、笑顔が増え、少しずつではあるが会話（質問）もするようになっている。

また、与えられた役割（仕事）に対して考えて行動するようになっており、何よりも現在の

自らの状況を理解し、道が開けるよう前向きになっている様子が感じとれる （事業主）。
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( )( )( )( ) 「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」とととと「「「「学習支援学習支援学習支援学習支援」」」」のののの並行実践並行実践並行実践並行実践よりよりよりより2

青少年の非行防止対策の一環として宮古島署に新たに委嘱される「少年支援要員」の活用に

ついて検討 「学習支援」を積極的に実施したいという警察からの意向により、学校、事業所。

（ＪＣＩ 、警察の三者で「少年支援要員」の「学習支援」について方法、内容を検討し、１）

月の第２週目から実施することになった。

～「学習支援」についてのプランニング～

○原則として「ＪＴ－Ｐｌａｎ」と並行して行う。

「 」 、「 」○ ＪＴ－Ｐｌａｎ を午前中に行い 学習支援

は、午後から行う。

○週１～２回（１時間程度）からスタートする。

○各学校 「あそび・非行」の傾向のある生徒の中、

から学習に対して意欲のある（あるいは、意欲

の出始めた）生徒を対象とする。

写真２１ 「学習支援についての検討会 （宮古島署 Ｈ ）」 22.12.17

「実践例７」①①①①「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」とととと「「「「学習支援学習支援学習支援学習支援」」」」のののの並行実践並行実践並行実践並行実践

Ｂ中学校 ３年男子 ＪＴ－Ｐｌａｎ事業所「ＯＫモータース ・ 学習支援「校内」」

写真２２「学習支援について調整会議 （Ｂ中学校 ） 写真２３ 「 の後の学習支援のようす （Ｂ中学校 ）」 」H23.1.6 JT-plan H23.1.13

研究仮説の検証（検証の視点①②から）

月のＰｌａｎ挑戦後 「高校へ行きたい」と進路に対して前向きになり、学校生活にお12 、

いても「良くなりたい 「変わりたい」という様子が見られる。本人への支援体制をさらに」

拡充し、１月からは、午前中「ＪＴ－Ｐｌａｎ 、午後からは宮古島署の少年支援要員から」

学習支援（週２回）を受けている。本人がさらに自信を深め、高校進学、そしてその先の将

来における自己実現に向かって努力し続けることを期待したい。

「実践例１１」学習支援についての調整会議 「実践例５」学習支援のようす

写真２４「調整会議 （花福 ） 写真２５「学習支援 （本校 )）」 」H23.1.6 H23.2.2学習支援のようす
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( )( )( )( )仮説仮説仮説仮説のののの検証検証検証検証「「「「実践例実践例実践例実践例１１１１～～～～１１１１１１１１をををを通通通通してしてしてして」」」」3

検証の視点① 「自己肯定感」研究仮説

「出番（居場所 」を与えて「役割（仕事 」 「役割」を果たし「承認」されることで自ら） ）

を果たさせ、その行動を「承認（ほめる・認 に自信をもちはじめているか。

める 」するることによって、生徒自ら責任）

感や自信をもち自立に向けての成長を促進す 検証の視点② 「将来への希望」

ることができるであろう。 自らの課題に気づき自分を伸ばしていくた

めの糸口を見つけ、将来に希望をもつことが＊「自分のやりたいことは何か 「やらなければな」

できているか。らないことは何か 気づき を重点として」 「 」 。

「生徒自己評価・感想」①①①①生徒生徒生徒生徒のののの自己評価自己評価自己評価自己評価・・・・感想感想感想感想からのからのからのからの検証検証検証検証 図６

実践例 「挑戦を終えての感想」 「今後の目標（学校生活・進路 」）

実践例１

実践例２

実践例３

実践例４

実践例５

実践例６

実践例７

実践例８

実践例９

実 践 例

10
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ある程度達

成された

47474747％％％％

達成された

26262626 ....5555％％％％

達成されて

いない

0000％％％％

あまり達成さ

れていない

26262626....5555％％％％

Ｑ⑦　あなたは自分に自信がもてますか。（自己肯定感）
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Ｑ⑧　あなたは自分の将来に希望がもてますか。（将来への希望）
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実践例１

実践例２

実践例３

実践例４

実践例５
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実践例７

実践例８

実践例９

実践例１０

実践例１１

○生徒の感想においては 「あい、

さつができるようになった き。」「

つかったけどいい経験をした 」。

「自分でも長持ちするとは思わな

かった 」等、挑戦の中で役割。

を果たし、確実に自信を持ち始

めていることが分かる。

また 「朝、起きれるようにが、

んばる 「ちゃんと学校へ来る。」

図８「自己肯定感」（行く 「高校へ行く」等、具体）」

的な目標を掲げ、歩み始めよう

とする意識の高まりを察するこ

とができる。

さらに 挑戦前後に実施した 自、 「

己評価 では 仮説に係わる 自」 、 「

己肯定感 」や「将来への希（図８）

望 」に関する質問において、（図９

全体的には 「事前」よりも「事、

後」の自己評価数値が高くなっ

図９「将来への希望」ていることがわかる。

②②②②学校対象 事後学校対象 事後学校対象 事後学校対象 事後アンケートアンケートアンケートアンケートからのからのからのからの検証検証検証検証

（ 事後アンケート （Ｄ）より 平成２３年１月実施 対象：校長３人、生徒指導主任３人、「 」

学級担任９人 計１５人）

質問：研究仮説は達成されたと思う。

計校 長 生徒指導主任 学級担任

達成された ( ％）２ １ １ ４ 26.5

ある程度達成された ( ％）０ ２ ５ ７ 47

あまり達成されていない ( ％）１ ０ ３ ４ 26.5

達成されていない ( ％）０ ０ ０ ０ 0

＊単位は人数

○「研究仮説」の達成状況について 「達成、

された （ 人中 人 「ある程度達成」 ）、15 4

された（ 人中 人 」となっている。15 7 ）

「ＪＴ－Ｐｌａｎ」によって「役割」を

果たす中で、自らに自信を持ち始め、自

らの「やらなければならないこと」につ

いて、葛藤しながらもほぼ全員が「気づ

き」始めていることは明らかである。

しかしながら、自分を伸ばしていくため

の糸口に「気づき」ながらも、学校（家

庭)生活の中で「気づき」から「行動」

へと移行する段階に至ると、個人差が表

D-1れ、その差によって各教職員（校長・生徒指導主任 図

の分析にも差異が出ている。・学級担任）

Ｑ１　研究仮説は達成されたと思う。
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4444人人人人
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4444人人人人

0 2 4 6 8

達成されていない

あまり達成されていない

ある程度達成された

達成された
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Ｑ２　不登校生徒にとって「ＪT-Plan」は、
よい取り組みだと思う。（学校職員対象）

0000人人人人

0000人人人人

1111人人人人

14141414人人人人

0 5 10 15

よくない

あまりよくない

まあまあよい

とてもよい

( )( )( )( )「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」「ＪＴ－Ｐｌａｎ」事後評価事後評価事後評価事後評価4

○学校（教職員）の声

〈 校 長 〉

・ よい取り組みです。市教委の中に（学校教育課、総務課等）に担当職員（支援員等）を配置「

してもらえたらいいですね。不登校生徒を継続的に支援していくためにも、本研究の成果を

継続していくためにも 」。

・ 学校と職場が一生懸命関わっているが、「

家庭（保護者）からの関わり方も重視し

た方がよい。家庭生活を改めない限り、

その時はうまくいっても、終わった後は

。」やはり元に戻ってしまうのではないか

・ 自分でもやればできるという達成感を「

与えることで自信を持つ、瞳の輝きを取

り戻すＪＴ－Ｐｌａｎだと思います。

今後も宮古島の中で“宮古の子は宮古の

手で育てる”という思いで企業、サポー

図 ２トセンター等のご協力、支援、設立が必 D-

要だと感じています。ＪＴ－Ｐｌａｎの継続活動をお願いします。

〈 生徒指導主任 〉

・ とても可能性のある取り組みだと思う。教師以外の大人の関わりは、本人に何らかの変化が「

起こるきっかけになると考える。大いにチャレンジさせたい。たくさんの事業所開拓ありが

とうございました 」。

・ 生徒本人の意志とモチベーションを上げることや生活リズムの乱れを改善することが課題で「

。 。 、ある 対象生徒への事前指導を充分とることにより意欲をもたせることが必要である 学校

保護者、関係機関の事前会議などにより連携を深めることも必要ではないか 」。

・ 生徒の変容が見えた”とてもすばらしい取り組みだと思う。事業所の方の協力に本当にお「“

礼を言いたいです 」。

〈 学級担任 〉

・ 不登校生徒にとっては、いろいろな人との関わりを通して学ぶことが多いと思うので必要だ「

と思う。社会性を養うためにも、ぜひ必要であると考えます 」。

「 。 。」・ 生徒たちの意識が変わるきっかけになるのでとても良いと思います 今後も続けてください

・ 学校内だけでなく、他の仕事場や自分の興味のある職場の大人と関わることで生徒にとって「

良い刺激になったと思う。体験が終わって戻ってくると表情も良くいろいろなことを話して

くれた 」。

・ 変わったとまではいかないが “変わろうとしている生徒あり”とても良い取り組みだと思「 、

います。こちらも頑張れるムードをつくりたくなってくる。ただ、入試直前なのが痛い、も

っと早ければ合格できる確率が上がってくるはず 」。

・ 学校や家庭とは異なった立場、社会からの声かけや接触を通して学び成長が著しいと考えら「

れるので、とても良い取り組みだと思います 」。

・ Ｐｌａｎを通しての仮説の達成は今のところ判断が難しいが、意識面の変容は確実に見受け「

られる 」。
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Ｑ２　不登校生徒にとって「ＪT-Plan」は、
よい取り組みだと思う。(事業所主対象）

0000人人人人

0000人人人人
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よくない
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とてもよい

Ｑ２　不登校生徒にとって「ＪT-Plan」は、
よい取り組みだと思う。（保護者対象）

0000人人人人

0000人人人人
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よくない

あまりよくない
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とてもよい

○保護者の声

・ 進路について考えるようになっている」「

・ 挑戦をする前は、言われてから動く感「

じでしたが、体験中は時間などを気にし

機敏に行動するようになり、体験後も将

来の仕事の話などもしていてとてもいい

経験ができたと思います 」。

・ とても良い計画だと思います。挑戦を「

通して意欲的になり、そして将来の職業

を考えるきっかけになれば幸いです 」。

図 ３・ 前より、朝起きるようになりました 」「 。 D-

・ 頭から学ぶ勉強とは違って、人との関わりを通して心から学べる勉強も必要です。人との会「

話やふれ合いが身近な環境から体験できればいいと思いました。

・ 家のことをよくするようになりました 」「 。

○事業所の声

・ 家庭、機関、事業所の三者間での協力「

をできるだけ気負うことなく、ある程度

。」の情報交換を行えるようにしてほしい

・ 学校や警察が嫌いになっているようで「

す。お互い協力して積極的に関わること

から始めたい 」。

・ 期間が短い、長いということではなく、「

３ヶ月に１度とか、半年に１度というよ

図 ４うに継続性をもって会う機会を増やすこ D-

とで、その後の経過や話しをすることができるかと。もちろん本人の意志確認をとって 」。

・ 実習期間中、本人が変わって家に帰っても親の方が少しでも変わらない限り意味がないかと「

思います （保護者からの感謝の気持ちが見えない ）毎日の日誌の中に事業所、学校、保護。 。

者の感想欄も入れてほしい 」。

・ 社会人の基礎でもあるコミニケーション能力や探求心等を養えるように事前のカリキュラム「

作成が重要だと思います 」。

・ あいさつ等はちゃんとできています。笑顔もあって楽しそうに見えました 」「 。

・ 興味があることを見いだすことが必要だと感じました。学校側、親、受入企業側の関係を少「

図 ５「学校・保護者・事業所評価」しずつでも強化していけたらと考えます 」。 D-

・ 社会とのふれ合いや人との出会いによ「

って、今、何を訴えたいのか話せるチ

ャンスができると思います。あわてず

にゆっくりと時間を掛けてたくさんの

方と話しをした方が良いかと思いま

す 」。

Ｑ２　不登校生徒にとって「ＪＴ－Ｐｌａｎ」は、よい取
り組みだと思う。
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( )( )( )( )取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに関関関関わってわってわってわって5

「Ｊｔ－Ｐｌａｎ「Ｊｔ－Ｐｌａｎ「Ｊｔ－Ｐｌａｎ「Ｊｔ－Ｐｌａｎのののの総括総括総括総括とととと展望展望展望展望」」」」

ＪＣＩ（ＪＣＩ（ＪＣＩ（ＪＣＩ（宮古青年会議所宮古青年会議所宮古青年会議所宮古青年会議所））））理事長 中尾 忠筰 氏理事長 中尾 忠筰 氏理事長 中尾 忠筰 氏理事長 中尾 忠筰 氏

今回は地域の代表として主に事業所の開拓を行いましたが、

当初は、時間的な制約もあって事業所の開拓が思うように進ま

ず、また、こちら側の意図が思うように伝わらずに（非行のあ

る生徒や不登校生徒を受け入れることに）本Ｐｌａｎに対して

否定的な事業所もありました。

、 、 、しかしながら 大半の事業所は 非常に前向きに係わって頂き

大変、感謝しております。

Ｐｌａｎを進めていく中で、挑戦する子ども達が前向きにな

るためには、ある程度、興味のある仕事をさせてあげることが必要だと感じました。それを

実現するためには、今後、登録事業所をさらに増やし子ども達一人ひとりの興味に沿った事

業所の開拓を効率よく進めていけたらと考えています。

また、総じて子ども達の変わった部分が「コミニケーション能力」であると、各事業所か

らの評価を伺うことができました。これは社会人にとって最も重要な素質であり非常に良か

ったと感じています。Ｐｌａｎの目指すところは「社会的自立」であり、今後も学校や家庭

を基盤としてその素質を十分に磨いてほしいと考えます。

今回のＰｌａｎの企画においては、私（ＪＣＩ中尾）と研究教員の狩俣先生、そして各中

学校の生徒指導担当、市教育委員会の上地ＳＳＷが係わりました。

今後は、ＪＣＩとしても、内外においてさらに組織的な関わりを広げていきたいと考えてい

ますし、行政、学校、家庭もさらに積極的に関わるようになれば、地域を挙げて子ども達の

ために動くことができると考えています。

最後になりますが、私たちＪＣＩは 年のキーワードとして「エコ」と「教育」を掲げ2011

ています 「教育」においては、キャリア教育の視点を持ちながら「ＪＴーＰｌａｎ」の推。

進に今後も協力して参る所存です。子ども達を育てながら、私たち大人もそれぞれの立場で

大きく変わっていきましょう。

写真２６「ＪＴ－Ｐｌａｎ挑戦の様子」
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ⅨⅨⅨⅨ 研究研究研究研究のののの成果成果成果成果とととと課題課題課題課題

１１１１ 成果成果成果成果とととと課題課題課題課題

( )( )( )( )成果成果成果成果1

①本研究の目標である地域の活用法を開拓するため 「開かれた生徒指導」の視点で、地域、

の大人社会に向けて、本校または本地区中学校の生徒指導の現状（ あそび・非行」の不「

登校傾向生徒の現状と問題点）について情報を提供し課題を共有することができた。

②前記①に関連して、生徒指導において「地域」の活用法が具体化されることが少なかった

が、本研究によって「ＪＣＩ（宮古青年会議所 」を地域の代表として活用し、地域、関）

係機関（警察等）を網羅した新たな支援体制（ネットワーク）を開拓することができた。

③対象となる生徒に、将来における「社会的な自立」を目指す糸口を与えるため、個に応じ

た支援策として「ＪＴ－Ｐｌａｎ」を立ち上げ推進することができた。

④「ＪＴ－Ｐｌａｎ」に挑戦し「役割」を果たし「承認」されることで、ほとんどの生徒が

自らに自信を持ち始め、また、自らの「やらなければならないこと」について葛藤しなが

らも「気づき」を得ることができた。

⑤自らに自信を持ち始めることで、自らの「将来」に対し希望をもち「よりよく生きようと

する」意欲の高まりが見られた。

( )( )( )( )課題課題課題課題2

①「ＪＴ－Ｐｌａｎ」を展開する中で、事業所と学校・家庭の連絡・調整の方法が具体化さ

れずに継続されたケースが多かった。特に事業所と家庭（保護者）との関わり方について

検討する必要がある。

②「ＪＴ－Ｐｌａｎ」に挑戦することで、自分を伸ばしていくための糸口に「気づき」なが

、 （ 「 」 「 」 、「 」らも 学校 家庭)生活の中で 気づき から 行動 へと移行する段階に至ると 行動

の表し方に個人差がある。そのため、Ｐｌａｎ挑戦後の事後指導（相談）が必要である。

（但し、その際、変容を過大に期待することがないよう心がけたい ）。

③前記①、②に関連して、事業所、学校、家庭がそれぞれの立場からＰｌａｎ挑戦中の本人

の「気づき」や変容について共通理解を図る必要がある。特にＰｌａｎ挑戦直後に「ケー

ス会議」等を持つことで本人に対する理解が深まり、家庭・学校においてフィードバック

が図れるものと考える。

④「ＪＴ－Ｐｌａｎ」に挑戦したものの、１回のみの参加で終わってしまう生徒もいた。

Ｐｌａｎに対する意欲の喚起と、できるだけ生徒の興味に沿った事業所を選定できるよう

にするため、更なる事業所の開拓を「ＪＣＩ（宮古青年会議所 」と共に推進していく必）

要がある。

２２２２ おわりにおわりにおわりにおわりに

（ ） 〈 〉本研究と並行して実施した教職員対象 宮古地区小中学校 のアンケート 次ページ図 14

では、小学校、中学校共に７割以上の教職員がここ数年の生徒指導にやりづらさを感じてい

る。本地区においても学区や学校規模によって多少の差異はあるものの、近年、全国的に問

題視される生徒指導上の課題と同様に 児童生徒の規範意識の低下 発達障害や低学力 保「 」「 」「

護者との共通理解や連携 「不登校生徒への対応」等、多様な課題が挙げられている。」

本研究においては、その多様な生徒指導上の課題の中から、中学校において特に大きな課

題となっている「あそび・非行」不登校傾向生徒の支援について取り上げ研究を進めてきま

した。
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「生徒指導全般に関する調査より」質問「ここ数年、生徒指導はやりづらくなっている 」 図１４。

、 「 」 、 「 」先ず 先行研究や文献から 開発的生徒指導 等の理論を洗い出し 本県で あそび・非行

不登校傾向生徒の支援においては先端を行く那覇地区の自立支援教室「きら星学級」の経営

方針や支援策についても調査を行ってきました。

その中で 「あそび・非行」の子ども達の「よりよく生きようとする力」を信じ、親身にな、

って支援を行っている同教室職員の姿勢に深い感銘を受けると共に、変わることを求める前

に「変わることのできる機会（きっかけ 」を与えることがいかに重要であるかを再認識す）

ることができました。

また 「開かれた生徒指導」の視点で地域（ＪＣＩ）の大人社会と「あそび・非行」不登、

、 「 」 、向傾向生徒の現状ついて課題を共有し ＪＣＩや各事業所と共に ＪＴ－Ｐｌａｎ を企画

推進できたことは大きな成果となりました。

「 宮古の子は宮古の手で育てる 」Ｐｌａｎの「事後アンケート」に記載された中学校長“ 。”

の言葉ですが、家庭はもちろん、学校、行政、地域の大人が一体となってこそ、子ども達へ

「気づき」を与え成長を促すことができると考えます。

本地区における「あそび・非行」の不登校傾向生徒数は、今後、安心できる家庭環境とそ

れを支える地域社会が保障されない限り、年度によっては増加することも予測されます。

また、学校における集団生活の秩序を保ち学習に適した環境を継続的に保障していくため、

、 、 、あるいは 前述した多様な課題に対応していくためには 生徒指導における校内体制の充実

そして行政、地域、関係機関が学校をしっかりと支える形で、有機的、組織的なネットワー
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クを拡充し、具体的なＰｌａｎを推進していくことが重要だと考えます。

その為には

①地域（関係機関）の活用法をさらに開拓し、具体的な取り組みを推進、継続して

いく「担い手」が必要であること。

②「あそび・非行 「無気力」等、様々な不登校に対応する「支援室」を立ち上げ、」、

学校、関係機関（警察等）そして「支援室」が協力しながら個に応じた「カリキ

ュラム」を作成し、支援していくこと。

上記２点については、宮古地区小中学校の教職員を対象に実施した「アンケート」からも

同様の意見が多数寄せられており、行政機関の取り組みが不可欠だと考えます。

最後になりますが、入所当初、学校現場とは違った静穏な環境とゆったりと流れる時間に

、 。 、 、戸惑いを覚え 何故か不安にさえなりました しかしながら 那覇での調査研究を皮切りに

「生徒指導全般に関わるアンケート」等の実施や理論研究、そして「ＪＴ－Ｐｌａｎ」にお

ける実践研究と、日毎に加速していく充実した時を過ごすことができました。

今後も、窓から見える「与那覇湾」の景色を時に思い起こしながら、研究心を忘れず「宮古

の子ども達の教育」のため、思いを持って頑張っていきます。

〈〈〈〈主主主主なななな参考文献参考文献参考文献参考文献・・・・引用文献引用文献引用文献引用文献〉〉〉〉

10 12 2004・文部科学省 中学校学習指導要領 平成 年 月 解説－総則編－ 東京書籍「 （ ） 」

2010・文部科学省 生徒指導提要 文部科学省「 」

・文部科学省国立教育政策研究所生徒指導研究センター

2009「 」生徒指導上の諸問題の推移とこれからの生徒指導 生徒指導研究センター

http://www.nier.go.jp/shido/centerhp/1syu-kaitei/1syu-kaitei090330/1syu-kaitei.10korekara.pdf

2001・坂本昇一 生徒指導の機能論の提唱 学校図書「 」

・八並光俊・國分康孝「新生徒指導ガイド 開発・予防・解決的な教育モデルによる発達援助」

2008図書文化

2007・倉本哲男 開発的生徒指導論と学校マネジメント ふくろう出版「 」

2008・静岡市教育センター 子ども理解に立った開発的生徒指導研究より 静岡市教育センター「 」

http://www.center.shizuoka.ednet.jp/page/kadai/kkiyou5.pdf

2010・愛知県教育委員会 あそび・非行型不登校傾向生徒の支援プログラムより 愛知県教育委員会「 」

http://www.pref.aichi.jp/cmsfiles/contents/0000030/30863/ziritusienpurogaiyou.pdf

2007・諸富祥彦「７つの力を育てるキャリア教育」 図書文化社

http://www3.saga-ed.jp/school/edq10157/・佐賀市立金泉中学校

・那覇市教育委員会学校教育部総合青少年課自立支援教室きら星学級「教室経営ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ」提供資料

・沖縄県教育庁宮古教育事務所 「宮古管内における不登校児児童生徒の実態」提供資料
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